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AIやIoTなどのデジタル技術の急速な進歩が
経済・社会構造を大きく変えつつある。
都市のあり方も新たな方向性を
模索していく必要がある。
生産性の向上をはじめ、働き方改革への対応や
自動運転等の交通移動手段の変革など、
技術革新は都市の持続的な成長に
どのように関与してくるのか。
デジタル化の進展による
わが国の経済・社会構造の変化と
次世代のまちづくりを考証する。

新時代の潮流と
まちづくり
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世
界
経
済
の
不
確
実
性
が
高
ま
る
中
に
お
い
て
も
、デ
ジ
タ
ル
化
は
確
実
に
進
展
し
て
い
る
。

ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
、Ａ
Ｉ
・Ｉｏ
Ｔ
、自
動
運
転
や
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
と
い
っ
た
デ
ジ
タ
ル
新
技
術
の
進
展
は
、

す
で
に
電
子
マ
ネ
ー
な
ど
で
金
融
や
小
売
の
現
場
に
変
革
を
も
た
ら
し
て
い
る
。

デ
ジ
タ
ル
経
済
は
、経
済
社
会
に
変
化
を
迫
る
と
同
時
に
、

都
市
に
お
け
る
リ
ア
ル
な
人
々
の
交
流・情
報
交
換
の
重
要
性
を
高
め
、

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
喚
起
す
る
ま
ち
づ
く
り
を
求
め
る
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
。

大
き
な
変
化
が
予
想
さ
れ
る
中
で
、わ
が
国
の
デ
ジ
タ
ル
経
済
、

そ
し
て
都
市
の
こ
れ
か
ら
は
ど
の
よ
う
な
も
の
に
な
る
だ
ろ
う
か
。

経
済
財
政
諮
問
会
議
の
民
間
議
員
で
も
あ
る
竹
森
俊
平・慶
應
義
塾
大
学
教
授
に
新
時
代
の
展
望
を
聞
い
た
。

デ
ジ
タ
ル
経
済
と
都
市

好
調
続
く
米
国
経
済
と

不
安
定
な
世
界
経
済

　

足
元
の
世
界
経
済
を
見
渡
す
と
、
米
国
経

済
は
依
然
と
し
て
堅
調
で
す
。
米
国
は
グ

ロ
ー
バ
ル
化
、
デ
ジ
タ
ル
経
済※

に
最
も
適
応

し
て
い
ま
す
。
G
A
F
A※

と
呼
ば
れ
る
世
界

的
な
I
T
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
マ
ー
が
揃
い
、

デ
ジ
タ
ル
経
済
化
す
る
世
界
に
お
い
て
存
在

感
が
際
立
っ
て
い
ま
す
。
ト
ラ
ン
プ
大
統
領

が
2
0
1
7
年
の
就
任
当
初
に
行
っ
た
減
税

の
効
果
も
持
続
し
て
い
ま
す
。
他
方
、
ト
ラ

ン
プ
政
権
が
打
ち
出
し
た
貿
易
戦
争
の
負
の

効
果
は
米
国
経
済
に
は
限
定
的
で
す
。
ト
ラ

ン
プ
政
権
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
取
り
残
さ

れ
た
地
域
の
活
性
化
を
表
明
し
、
移
民
制

限
、
中
国
に
集
中
し
た
関
税
戦
争
、
老
朽
イ

ン
フ
ラ
の
更
新
な
ど
を
提
案
し
ま
し
た
。
イ

ン
フ
ラ
更
新
は
進
ま
ず
、
移
民
制
限
で
地
域

格
差
が
解
決
す
る
わ
け
は
な
く
、
関
税
戦
争

が
経
済
に
プ
ラ
ス
な
は
ず
も
あ
り
ま
せ
ん

が
、
マ
ク
ロ
経
済
、
と
く
に
経
済
成
長
率
に

ど
れ
だ
け
負
の
効
果
が
あ
る
か
と
言
え
ば
、

米
国
の
よ
う
な
大
国
で
、
低
貿
易
依
存
度
の

国
な
ら
少
な
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
米
国
経

済
は
G
D
P
19
・
5
兆
ド
ル
の
う
ち
輸
出
が

7
・
9
%
（
1
・
5
兆
ド
ル
）
と
内
需
中
心

竹森俊平氏

※デジタル化された財・
サービス、情報、金銭な
どがインターネットを介し
て、個人・企業間で流通
する経済（内閣府　平
成29年度年次経済財
政報告 第3章　技術
革新への対応とその影
響より引用）

※Google、Apple、
　Facebook、Amazon
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経
済
で
す
。
貿
易
摩
擦
で
悪
影
響
が
出
て
も

景
気
は
続
く
と
い
わ
れ
、
今
の
と
こ
ろ
そ
の

通
り
で
す
。

　

一
方
、
米
国
以
外
の
経
済
は
悪
影
響
を
も

ろ
に
被
っ
て
い
ま
す
。
米
中
貿
易
摩
擦
で
、

中
国
の
対
米
輸
出
量
は
2
0
1
8
年
秋
頃
か

ら
落
ち
て
い
ま
す
。
貿
易
依
存
度
の
高
い
中

国
経
済
は
、
制
裁
関
税
の
影
響
を
受
け
や
す

い
構
造
で
す
。
中
国
の
G
D
P
約
12
兆
ド
ル

に
占
め
る
輸
出
割
合
は
18
・
8
%
に
上
り
、

対
米
輸
出
は
4
3
3
1
億
ド
ル
と
中
国
の

G
D
P
比
で
3
・
6
%
に
上
り
ま
す
。
貿
易

戦
争
の
結
果
、
中
国
の
経
済
成
長
率
も
92
年

以
降
の
最
低
を
記
録
し
ま
し
た
。
中
国
経
済

の
減
速
は
、
先
進
国
、
新
興
国
に
も
悪
影
響

を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
。
ド
イ
ツ
経
済
に
と
っ

て
も
対
中
輸
出
は
重
要
で
、
韓
国
や
日
本
は

中
国
に
中
間
財
（
部
品
）
を
輸
出
し
、
中
国

か
ら
完
成
品
を
米
国
に
輸
出
す
る
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
を
つ
く
っ
て
い
ま
す
か
ら
、
中
国

の
対
米
輸
出
に
連
動
し
て
対
中
輸
出
が
減
少

し
ま
す
。
世
界
全
体
の
貿
易
量
も
2
0
1
8

年
に
減
少
し
ま
し
た
。
米
国
・
イ
ラ
ン
の
対

立
激
化
で
、
ホ
ル
ム
ズ
海
峡
で
の
航
行
障
害

な
ど
石
油
需
給
に
直
結
す
る
地
政
学
リ
ス
ク

も
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

設
備
投
資　

デ
ジ
タ
ル
経
済
の
進
展

　

米
国
を
除
く
世
界
経
済
が
不
確
実
性
を
増

す
中
に
あ
っ
て
、
心
強
い
ニ
ュ
ー
ス
も
あ
り

ピ
ン
グ
モ
ー
ル
は
、
デ
ー
タ
を
フ
ル
活
用
し

た
ビ
ジ
ネ
ス
の
典
型
で
す
。
こ
の
モ
ー
ル
で

は
、
客
が
訪
れ
る
と
、
顔
認
証
で
そ
の
人
の

購
買
行
動
に
合
わ
せ
た
広
告
を
表
示
し
ま

す
。
支
払
い
は
ア
リ
バ
バ
が
発
行
す
る
電
子

マ
ネ
ー
で
す
。
住
所
を
言
わ
な
く
て
も
家
ま

で
配
送
し
て
く
れ
ま
す
。
電
子
政
府
の
分
野

で
は
エ
ス
ト
ニ
ア
が
進
ん
で
い
ま
す
。
エ
ス

ト
ニ
ア
で
は
3
6
5
日
・
24
時
間
、
法
人
登

記
が
ネ
ッ
ト
上
で
可
能
で
す
。
審
査
も
わ
ず

か
2
時
間
で
す
。
記
入
内
容
に
基
づ
い
て
、

一
定
基
準
に
合
わ
せ
て
自
動
的
に
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
処
理
す
る
そ
う
で
す
。
わ
が
国

も
、
パ
ス
ポ
ー
ト
申
請
が
オ
ン
ラ
イ
ン
で
で

き
れ
ば
便
利
な
わ
け
で
す
が
、
著
し
く
遅
れ

て
い
ま
す
。

　

デ
ジ
タ
ル
経
済
は
、
A
I
や
ロ
ボ
ッ
ト
、

と
い
っ
た
技
術
を
開
発
す
れ
ば
自
然
に
実
現

す
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
例
え
ば
、
完

ま
す
。
わ
が
国
は
昨
年
、
設
備
投
資
が
大
幅

に
伸
び
た
の
で
す
。
7
月
の
日
銀
短
観
で

は
、
2
0
1
8
年
度
の
全
産
業
の
設
備
投
資

額
は
6
・
6
%
増
と
高
い
水
準
で
し
た
。
足

元
で
は
、
貿
易
摩
擦
の
影
響
で
設
備
投
資
の

計
画
に
も
不
透
明
感
が
出
て
い
ま
す
が
、
少

な
く
と
も
昨
年
ま
で
は
企
業
は
旺
盛
に
設
備

投
資
を
行
っ
て
い
ま
す
。
企
業
は
い
よ
い
よ

設
備
投
資
を
し
な
い
と
取
り
残
さ
れ
る
こ
と

が
わ
か
っ
て
き
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
製
造

業
、
非
製
造
業
と
も
、
少
子
・
高
齢
化
に
対

応
し
て
い
く
た
め
に
、
人
的
資
源
を
節
約
す

る
よ
う
な
デ
ジ
タ
ル
投
資
、
A
I
関
係
の
投

資
を
行
っ
て
い
る
と
推
測
し
て
い
ま
す
。
日

本
企
業
は
、
い
つ
か
は
事
業
モ
デ
ル
を
変
え

な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
考
え
て
き
ま
し
た
。

そ
し
て
実
際
に
踏
み
切
っ
て
き
て
い
る
、
と

い
う
こ
と
は
頼
も
し
い
材
料
で
す
。

　

他
方
、
わ
が
国
の
デ
ジ
タ
ル
経
済
化
は
、

依
然
と
し
て
官
民
と
も
遅
れ
を
取
っ
て
い
ま

す
。
近
年
の
デ
ジ
タ
ル
経
済
化
は
、
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
の
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
に
よ
る
予
測

力
、
判
断
力
を
高
め
る
た
め
の
、
巨
大
な

デ
ー
タ
プ
ー
ル
の
集
積
が
発
展
の
鍵
に
な
っ

て
い
ま
す
。
電
子
マ
ネ
ー
や
オ
ン
ラ
イ
ン
政

府
に
は
利
便
性
の
プ
ラ
ス
だ
け
で
な
く
、

ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
の
集
積
の
点
で
の
プ
ラ
ス
が

あ
る
。
電
子
マ
ネ
ー
や
電
子
政
府
で
日
本
は

立
ち
遅
れ
て
い
ま
す
。
既
に
中
国
は
電
子
マ

ネ
ー
が
現
金
を
凌
駕
し
て
い
ま
す
。
商
品
売

買
サ
イ
ト
の
ア
リ
バ
バ
が
直
営
す
る
シ
ョ
ッ

デジタル経済は、
AIやロボットといった技術を開発すれば
自然に実現するわけではありません。

技術を活用するには、政府と民間が次世代のビジョンを共有し、
政府は制度整備を進め、民間は技術を
社会に実装していく必要があります。
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会
、
そ
の
ル
ー
ル
が
社
会
規
範
や
法
体
系
と

も
調
和
し
た
社
会
、
そ
う
い
う
社
会
の
模
索

で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
第
一
に
ビ
ッ
グ

デ
ー
タ
の
共
有
と
活
用
の
た
め
の
整
理
が
必

要
。
内
閣
府
と
経
済
産
業
省
は
、
行
政
や
企

業
が
持
つ
、
道
路
の
舗
装
状
況
や
カ
ー
ナ
ビ

の
走
行
デ
ー
タ
と
い
っ
た
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
の

言
語
・
語
彙
や
形
式
を
揃
え
て
、
交
通
・
移

動
、
農
業
、
イ
ン
フ
ラ
・
防
災
、
健
康
・
医

療
・
介
護
に
活
用
で
き
る
よ
う
「
分
野
間

デ
ー
タ
連
携
基
盤
」
を
整
備
し
よ
う
と
し
て

い
ま
す
。
企
業
側
も
、
自
ら
の
保
有
す
る

デ
ー
タ
を
政
府
に
提
供
す
る
こ
と
で
、
他
企

業
の
デ
ー
タ
と
組
み
合
わ
せ
、
新
し
い
ビ
ジ

ネ
ス
に
繋
げ
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

第
二
は
人
材
の
育
成
で
す
。
理
工
学
系
の
基

礎
力
を
上
げ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
ビ
ジ
ネ

ス
、
官
界
、
大
学
の
連
携
強
化
も
政
府
は
目

指
し
て
い
ま
す
。

デ
ジ
タ
ル
経
済
を
左
右
す
る

イ
ン
フ
ラ
・
価
値
観

　

私
は
、
デ
ジ
タ
ル
経
済
化
に
は
後
れ
を
と

る
一
方
で
、
と
り
わ
け
自
動
運
転
や
ロ
ボ
ッ

ト
な
ど
の
普
及
に
お
い
て
、
わ
が
国
は
悪
く

な
い
立
場
に
い
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
要
す

る
に
大
量
の
情
報
、
人
材
、
商
品
の
行
き
来

が
24
時
間
続
く
よ
う
な
社
会
で
の
交
通
整

理
、
資
源
配
分
の
た
め
に
デ
ジ
タ
ル
が
必
要

な
の
で
す
が
、
そ
も
そ
も
大
量
の
行
き
来
が

可
能
な
イ
ン
フ
ラ
を
、
そ
の
国
が
備
え
て
い

全
自
動
運
転
は
A
I
や
次
世
代
通
信
が
必
要

に
な
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
イ
ン
フ
ラ

や
法
整
備
が
必
須
で
す
。
つ
ま
り
、
技
術
を

活
用
す
る
に
は
、
政
府
が
そ
の
技
術
を
使
え

る
よ
う
な
環
境
整
備
を
進
め
る
こ
と
が
前
提

に
な
り
ま
す
。
政
府
と
民
間
は
、
次
世
代
の

ビ
ジ
ョ
ン
を
共
有
し
、
政
府
は
制
度
整
備
を

進
め
、
民
間
側
は
技
術
を
社
会
に
実
装
し
て

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

政
府
は
、
骨
太
の
方
針
2
0
1
9
『
～

「
令
和
」
新
時
代
：
「
S
o
c
i
e
t
y 
5
・

0
」
へ
の
挑
戦
～
』
で
デ
ジ
タ
ル
経
済
推
進

の
意
欲
を
示
し
ま
し
た
。
要
す
る
に
刻
々
と

変
化
す
る
現
代
の
経
済
社
会
環
境
に
即
座
に

対
応
す
る
た
め
に
、
四
六
時
中
、
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
自
動
処
理
が
可
能
な
ア
ル
ゴ
リ

ズ
ム
を
確
立
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
ア
ル

ゴ
リ
ズ
ム
の
ル
ー
ル
を
各
人
が
認
識
し
、
そ

れ
に
合
わ
せ
て
行
動
を
調
整
し
て
い
く
社

る
か
が
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
の
で
す
。
ド
ロ
ー

ン
の
普
及
が
進
む
ま
で
は
、
と
く
に
自
動
車

道
路
の
混
雑
状
況
が
、
そ
の
国
の
新
時
代
適

応
力
を
決
め
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

例
え
ば
、
完
全
自
動
運
転
が
で
き
て
も
、
交

通
渋
滞
の
せ
い
で
通
勤
に
２
時
間
か
か
っ
て

し
ま
え
ば
、
利
便
性
は
そ
れ
ほ
ど
高
ま
り
ま

せ
ん
。
ス
ム
ー
ズ
に
移
動
で
き
る
道
路
が
な

け
れ
ば
、
自
動
運
転
の
利
便
性
を
実
現
で
き

な
い
の
で
す
。
そ
の
点
、
渋
滞
を
な
る
べ
く

減
ら
し
て
き
た
東
京
で
は
自
動
運
転
の
利
便

性
を
享
受
で
き
ま
す
が
、
渋
滞
が
悪
化
し
て

い
る
パ
リ
や
ソ
ウ
ル
で
は
困
難
で
す
。
も
う

一
つ
重
要
な
の
は
、
そ
の
国
の
雇
用
環
境
で

す
。
人
間
と
協
働
す
る
ロ
ボ
ッ
ト
の
分
野
で

も
、
人
手
不
足
の
わ
が
国
は
ロ
ボ
ッ
ト
を
活

用
す
る
需
要
が
あ
り
ま
す
が
、
失
業
率
が
高

い
韓
国
や
移
民
労
働
力
が
多
い
欧
州
は
ロ

ボ
ッ
ト
に
対
す
る
需
要
は
薄
い
で
し
ょ
う
。

　

先
日
、
パ
リ
に
行
っ
た
の
で
す
が
、
渋
滞

の
せ
い
で
空
港
か
ら
中
心
部
ま
で
1
時
間
半

以
上
か
か
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
同
じ
こ
と

は
ソ
ウ
ル
で
も
起
き
て
い
ま
す
。
ソ
ウ
ル
の

友
人
は
行
き
帰
り
の
通
勤
で
１
日
4
時
間
も

車
に
い
る
そ
う
で
す
。
こ
れ
ほ
ど
の
不
経
済

が
生
じ
て
い
る
理
由
は
、
都
市
計
画
の
想
定

を
上
回
る
人
口
集
中
が
起
き
て
い
る
こ
と

と
、
公
共
交
通
（
鉄
道
）
の
不
足
で
す
。
パ
リ

は
環
状
道
路
が
少
な
く
、
空
港
と
都
心
を
繋

ぐ
郊
外
鉄
道
は
治
安
が
悪
く
て
使
え
ま
せ

ん
。
ソ
ウ
ル
も
山
手
線
の
よ
う
な
環
状
鉄
道

［ F O R E  巻 頭 イ ン タ ビ ュ ー ］

自動運転やロボットなどの普及において、
わが国は悪くない立場にいると考えています。

鉄道網が充実し、都市構造として渋滞が少ない東京では
自動運転の利便性を享受できますし、

ロボットも、失業率が低く、
労働力不足のわが国だからこそ普及が進むと思います。
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が
な
く
、
地
下
鉄
網
は
あ
っ
て
も
駅
が
少
な

く
利
便
性
が
低
い
た
め
、
自
家
用
車
の
利
用

者
が
多
く
な
り
ま
す
。
結
果
と
し
て
慢
性
的

な
渋
滞
が
起
き
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
鉄
道

網
が
充
実
し
、
都
市
構
造
と
し
て
渋
滞
が
少

な
い
東
京
で
は
自
動
運
転
の
利
便
性
を
享
受

で
き
ま
す
が
、
パ
リ
や
ソ
ウ
ル
は
自
動
運
転
が

普
及
し
て
も
渋
滞
は
減
ら
ず
、
利
便
性
を
享

受
で
き
ま
せ
ん
。
デ
ジ
タ
ル
経
済
と
い
っ
て

も
、
既
存
の
ハ
ー
ド
、
イ
ン
フ
ラ
が
利
便
性
を

左
右
す
る
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

先
ほ
ど
も
申
し
上
げ
た
と
お
り
、
ロ
ボ
ッ

ト
も
、
失
業
率
が
低
く
、
労
働
力
不
足
の
わ

が
国
だ
か
ら
こ
そ
普
及
が
進
む
と
思
い
ま

す
。
も
ち
ろ
ん
、
労
働
力
不
足
の
解
消
は
、

あ
る
程
度
は
外
国
人
に
頼
ら
な
け
れ
ば
い
け

ま
せ
ん
。
実
際
、
安
倍
政
権
は
外
国
人
労
働

者
の
受
け
入
れ
を
発
表
し
ま
し
た
が
、
5
年

で
34
万
人
と
い
う
規
模
は
、
ド
イ
ツ
が
1
年

で
受
け
入
れ
た
難
民
よ
り
も
少
な
い
数
字
で

す
。
し
た
が
っ
て
、
労
働
力
不
足
を
解
消
す

る
た
め
に
は
、
わ
が
国
の
企
業
は
A
I
・
ロ

ボ
ッ
ト
の
よ
う
な
省
力
化
設
備
に
投
資
せ
ざ

る
を
え
ま
せ
ん
。
こ
う
し
た
現
場
の
需
要

が
、
製
造
業
だ
け
で
な
く
非
製
造
業
で
の
設

備
投
資
の
増
加
に
繋
が
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う

と
思
い
ま
す
。

　

デ
ジ
タ
ル
経
済
が
急
速
に
進
む
と
い
っ
て

も
、
既
存
の
ハ
ー
ド
や
イ
ン
フ
ラ
は
急
速
に

は
変
え
ら
れ
ま
せ
ん
。
イ
ン
フ
ラ
や
通
信
技

術
に
左
右
さ
れ
る
自
動
運
転
技
術
は
、

ゲ
ノ
ム
治
療
で
す
。
イ
ギ
リ
ス
は
10
万
人
の

ゲ
ノ
ム
サ
ン
プ
ル
を
調
べ
た
デ
ー
タ
が
あ
っ

て
、
米
国
も
1
0
0
万
人
の
デ
ー
タ
を
集
め

て
い
ま
す
。
日
本
も
ゲ
ノ
ム
情
報
を
収
集
し

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
す
で
に
日
本
で
も
、

ゲ
ノ
ム
治
療
の
成
果
は
出
て
い
ま
す
が
、
エ

ポ
ッ
ク
メ
イ
キ
ン
グ
な
治
験
例
が
出
れ
ば
、

国
民
も
ゲ
ノ
ム
デ
ー
タ
を
も
っ
と
集
め
よ

う
、
協
力
し
よ
う
、
と
い
う
姿
勢
に
な
る
は

ず
で
す
。

次
世
代
の
都
市
と
地
方
の

成
長
に
向
け
て

　

世
界
は
デ
ジ
タ
ル
経
済
化
が
進
ん
で
い
ま

現実にはデジタル経済も都市を必要としています。
デジタル経済を構成するIT自体が

サービス業だからです。
都市は、リアルなトレンドを掴む足がかりでもあり、

アイデアの実験場でもあります。
最近、デベロッパーは、まるでカフェのような
インキュベーションオフィスを増やしています。

す
が
、
都
市
化
も
進
行
し
て
い
ま
す
。
国
連

は
2
0
5
0
年
ま
で
に
世
界
の
都
市
人
口
が

現
在
の
約
55
％
か
ら
約
68
％
に
増
え
る
と
予

測
し
て
い
ま
す
。

　

世
界
の
主
要
産
業
は
、
農
業
、
製
造
業
、

サ
ー
ビ
ス
業
と
い
う
よ
う
に
変
遷
し
て
き
ま

し
た
。
日
本
は
1
9
6
0
～
70
年
代
に
製
造

業
が
ピ
ー
ク
と
な
り
、
次
第
に
サ
ー
ビ
ス
業

へ
と
シ
フ
ト
し
て
い
ま
す
。
サ
ー
ビ
ス
は
、

基
本
的
に
は
、
消
費
者
が
そ
の
時
・
そ
の
場

に
い
な
い
と
生
産
・
消
費
で
き
な
い
と
い
う

特
徴
が
あ
り
ま
す
。
消
費
者
が
増
え
、
密
度

が
高
ま
る
と
、
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
と
雇
用
が

生
ま
れ
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
都
市
の
よ
う

に
人
が
多
く
、
密
集
し
て
い
る
場
所
で
サ
ー

ビ
ス
業
は
発
展
し
ま
す
。
都
市
は
、
新
た
な

サ
ー
ビ
ス
と
雇
用
を
創
出
す
る
こ
と
で
人
を

集
め
、
ま
た
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
と
雇
用
を
産

む
と
い
う
循
環
装
置
に
な
っ
て
い
ま
す
。
最

も
発
展
し
た
サ
ー
ビ
ス
業
が
国
際
金
融
で

す
。
グ
ロ
ー
バ
ル
な
金
融
業
は
、
高
度
な
知

識
と
技
術
、
人
と
人
の
密
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

が
求
め
ら
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
や
ロ
ン
ド
ン
な
ど
先
進
国
の
限
ら
れ
た
大

都
市
、
そ
れ
も
ウ
ォ
ー
ル
ス
ト
リ
ー
ト
や
シ

テ
ィ
の
よ
う
に
、
限
ら
れ
た
エ
リ
ア
で
し
か

成
立
し
ま
せ
ん
。

　

デ
ジ
タ
ル
経
済
が
進
め
ば
、
テ
レ
ワ
ー
ク

が
可
能
に
な
り
、
都
市
で
な
く
て
も
人
は
住

む
よ
う
に
な
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
意

見
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
現
実
に
は

2
0
3
0
年
に
実
用
化
さ
れ
て
い
る
か
ど
う

か
、
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
。
近
年
の

わ
が
国
は
、
サ
イ
バ
ー
空
間
で
は
G
A
F
A

の
後
塵
を
拝
し
て
い
ま
す
が
、
現
実
の
製
造

業
や
医
療
分
野
で
は
、
ま
だ
世
界
に
対
す
る

優
位
性
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
優
位
性
を
デ
ジ

タ
ル
経
済
に
お
い
て
も
築
い
て
い
く
に
は
、

や
は
り
国
民
の
理
解
、
応
援
が
必
要
で
す
。

例
え
ば
、
医
療
分
野
で
は
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
と

A
I
で
進
展
し
て
き
た
ゲ
ノ
ム
治
療
と
い
う

治
療
法
が
あ
り
ま
す
。
癌
は
D
N
A
の

ミ
ュ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
（
突
然
変
異
）
か
ら
生

じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
を
調
べ

て
、
各
自
に
合
っ
た
癌
治
療
薬
を
出
す
の
が
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デベロッパーはトレンドセッターとして期待しています。
デジタル経済においては、これまでよりも
人と人との交流とアイデアの創出、
イノベーションが求められます。

そうしたトレンドを「場」づくりを通じて、
わかりやすい形で提示してもらいたいですね。

デ
ジ
タ
ル
経
済
も
都
市
を
必
要
と
し
て
い
ま

す
。
デ
ジ
タ
ル
経
済
を
構
成
す
る
I
T
自
体

が
サ
ー
ビ
ス
業
だ
か
ら
で
す
。
I
T
サ
ー
ビ

ス
は
、
特
定
の
場
所
に
少
し
で
も
顧
客
が
い

る
こ
と
が
わ
か
れ
ば
、
一
国
の
み
な
ら
ず
世

界
中
に
展
開
す
る
こ
と
で
収
益
を
指
数
関
数

的
に
拡
大
で
き
ま
す
。
重
要
な
こ
と
は
、
未

知
の
サ
ー
ビ
ス
や
ア
イ
デ
ア
を
ど
う
や
っ
て

生
み
出
す
か
で
す
。
サ
ー
ビ
ス
や
ア
イ
デ
ア

を
創
出
す
る
に
は
、
リ
ア
ル
な
人
と
の
交

流
、
情
報
交
換
、
人
々
の
流
行
や
趣
味
嗜
好

を
捉
え
、
形
に
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ

ま
す
。
形
に
し
て
い
く
上
で
は
、
エ
ン
ジ
ニ

ア
同
士
の
情
報
交
換
も
大
事
に
な
り
ま
す
。

　

都
市
は
、
リ
ア
ル
な
ト
レ
ン
ド
を
掴
む
足

が
か
り
で
も
あ
り
、
ア
イ
デ
ア
の
実
験
場
で

も
あ
り
ま
す
。
最
近
、
デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
は
、

ま
る
で
カ
フ
ェ
の
よ
う
な
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー

シ
ョ
ン
オ
フ
ィ
ス
を
増
や
し
て
い
ま
す
。
ト

レ
ン
ド
を
創
る
デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
な
ら
で
は
だ

と
思
い
ま
す
。
こ
う
し
た
ス
ペ
ー
ス
は
、
都

市
だ
か
ら
こ
そ
成
立
し
て
い
ま
す
。

　

大
都
市
へ
の
一
極
集
中
は
、
世
界
的
に
必

然
の
ト
レ
ン
ド
で
、
日
本
だ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
ア
ジ
ア
に
は
、
東
京
、
上
海
、
北

京
、
香
港
、
台
北
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
ジ
ャ

カ
ル
タ
、
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
、
ソ
ウ
ル
と

い
っ
た
よ
う
に
巨
大
で
活
気
の
あ
る
大
都
市

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
、
福
岡
と
ソ
ウ

ル
と
い
う
よ
う
に
、
ア
ジ
ア
の
都
市
同
士
の

繋
が
り
で
経
済
圏
を
形
作
る
よ
う
に
な
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

大
都
市
へ
の
集
中
は
避
け
ら
れ
な
い
と
し

て
、
地
域
を
ど
う
発
展
さ
せ
て
い
く
か
。
そ

の
点
、
安
倍
政
権
は
観
光
振
興
に
力
を
入
れ

て
い
ま
す
。
成
功
例
は
広
島
で
し
ょ
う
か
。

安
芸
の
宮
島
と
原
爆
ド
ー
ム
に
人
が
集
ま
っ

て
い
て
、
活
気
が
あ
り
ま
す
。
観
光
収
入
の

面
で
優
れ
て
い
る
の
は
北
海
道
で
す
。
北
海

道
で
の
訪
日
外
国
人
観
光
客
の
平
均
支
出
は

8
～
9
万
円
と
、
他
県
の
数
倍
の
規
模
で

す
。
観
光
産
業
は
本
質
的
に
は
装
置
産
業
で

す
か
ら
、
北
海
道
は
観
光
資
源
と
イ
ン
フ
ラ

を
活
用
で
き
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
し
ょ

う
。
わ
が
国
に
は
、
ど
の
県
に
も
観
光
資
源

が
あ
り
ま
す
か
ら
、
情
報
発
信
と
イ
ン
フ
ラ

整
備
を
進
め
れ
ば
、
外
貨
を
稼
ぐ
「
輸
出
産

業
」
と
し
て
期
待
で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。

　

ま
た
、
県
に
よ
っ
て
は
、
福
岡
県
北
九
州

市
の
よ
う
に
産
業
ク
ラ
ス
タ
や
研
究
都
市
を

創
ろ
う
と
い
う
構
想
も
あ
り
ま
す
。
こ
う
し

た
集
積
が
米
国
の
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
の
よ
う

な
産
業
ハ
ブ
に
な
り
、
ヒ
ト
・
モ
ノ
・
カ

ネ
・
情
報
を
集
め
、
新
た
な
付
加
価
値
を
生

み
だ
せ
る
よ
う
に
な
る
ま
で
に
は
時
間
が
か

か
る
で
し
ょ
う
。
そ
の
点
、
名
古
屋
は
自
動

車
産
業
と
い
う
中
核
産
業
が
あ
り
、
研
究
を

も
の
づ
く
り
に
直
結
さ
せ
や
す
い
強
み
が
あ

り
ま
す
。

デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
へ
の
期
待

　

デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
は
ト
レ
ン
ド
セ
ッ
タ
ー
と

し
て
期
待
し
て
い
ま
す
。
デ
ジ
タ
ル
経
済
に

お
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
よ
り
も
人
と
人
と
の

交
流
と
ア
イ
デ
ア
の
創
出
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
そ
う
し
た
ト
レ
ン
ド

を
「
場
」
づ
く
り
を
通
じ
て
、
わ
か
り
や
す

い
形
で
提
示
し
て
も
ら
い
た
い
で
す
ね
。

　

ま
た
、
デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
は
、
「
場
」
づ
く

り
を
通
じ
て
、
企
業
の
生
産
性
向
上
に
貢
献

し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
魅
力
的
な
「
場
」

を
つ
く
り
、
人
々
が
労
働
生
産
性
を
高
め
、

豊
か
な
生
活
を
実
現
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ

と
で
、
ひ
い
て
は
企
業
の
経
済
活
動
の
拡
大

に
繋
げ
よ
う
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
。
経
済

の
好
循
環
を
支
え
る
デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
の
役
割

に
、
今
後
も
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

［ F O R E  巻 頭 イ ン タ ビ ュ ー ］
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わ
が
国
に
好
機
訪
れ
る

第
4
次
産
業
革
命

　

第
4
次
産
業
革
命
は
ど
の
よ
う
に
進
む
の
か
。

ス
ト
ル
タ
ー
マ
ン
教
授
は
、
デ
ジ
タ
ル
・
ト
ラ
ン

ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
の
完
遂
ま
で
に
は
3
つ
の

フ
ェ
ー
ズ
（
段
階
）
を
経
る
と
し
て
い
る
。
第
1

フ
ェ
ー
ズ
は
、「
I
T
を
利
用
し
た
業
務
プ
ロ
セ

ス
の
強
化
」だ
。伝
票
処
理
に
P
C
を
使
う
と
い
っ

た
イ
メ
ー
ジ
だ
。
第
2
フ
ェ
ー
ズ
は
、「
I
T
に

よ
る
業
務
の
置
き
換
え
」
だ
。
銀
行
の
オ
ン
ラ
イ

ン
シ
ス
テ
ム
の
よ
う
に
、
対
面
業
務
が
オ
ン
ラ
イ

ン
で
可
能
に
な
っ
た
。
第
3
フ
ェ
ー
ズ
は
、「
業

務
が
I
T
へ
、
I
T
が
業
務
へ
と
シ
ー
ム
レ
ス
に

変
換
さ
れ
る
状
態
」
だ
。
具
体
的
に
例
え
る
と
、

産
業
の
転
換
を
も
た
ら
す

第
4
次
産
業
革
命

　

現
在
、
世
界
中
で
進
行
し
て
い
る
デ
ジ
タ
ル

化
、
第
4
次
産
業
革
命
は
「
デ
ジ
タ
ル
・
ト
ラ
ン

ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
革
命
」
と
呼
ば
れ
て
い

る
。
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
・
ウ
メ
オ
大
学
（
現
イ
ン

デ
ィ
ア
ナ
大
学
）
エ
リ
ッ
ク
・
ス
ト
ル
タ
ー
マ

ン
教
授
が
2
0
0
4
年
に
提
唱
し
た
概
念
だ
。
日

本
で
は
、「
産
業
の
デ
ジ
タ
ル
化
」
と
訳
さ
れ
る

が
、
そ
の
意
味
は
、
既
存
の
産
業
が
デ
ジ
タ
ル
に

よ
っ
て
転
換
す
る
こ
と
だ
。
身
近
な
例
と
し
て

は
、
一
般
的
な
住
宅
の
賃
貸
借
の
通
念
を
変
え

た
A
ir
bn
b
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

ス
ト
ル
タ
ー
マ
ン
教
授
は
、「
I
T
の
浸
透
が
、

「
A
ir
bn
b
は
部
屋
の
貸
出
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で

可
能
（
ア
ナ
ロ
グ
を
デ
ジ
タ
ル
に
）」、
そ
の
上

で
、「
顧
客
の
ニ
ー
ズ
を
デ
ジ
タ
ル
情
報
で
把
握

し
て
、
物
件
の
改
善
を
提
案
す
る
（
デ
ジ
タ
ル
を

ア
ナ
ロ
グ
に
）」
こ
と
で
ビ
ジ
ネ
ス
を
拡
大
し
て

い
る
。
わ
が
国
を
含
め
た
先
進
国
は
、
A
I
や
ロ

ボ
テ
ィ
ク
ス
と
い
っ
た
I
T
技
術
の
革
新
に
よ
り

第
3
フ
ェ
ー
ズ
に
移
行
し
つ
つ
あ
る
。

　

デ
ジ
タ
ル
・
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
の

3
つ
の
フ
ェ
ー
ズ
は
、
情
報
発
信
ビ
ジ
ネ
ス
の
発

展
段
階
に
も
当
て
は
ま
る
。
I
T
技
術
で
あ
る

W
E
B
に
よ
る
情
報
発
信
は
、
第
1
フ
ェ
ー
ズ
で

は
グ
ー
グ
ル
、百バ
イ
ド
ゥ度

と
い
っ
た
事
業
者
が
担
っ
た
。

第
2
フ
ェ
ー
ズ
は
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
、
微
ウ
ェ
イ
ボ
ー博を

利

用
す
る
個
人
に
よ
る
情
報
発
信
が
主
と
な
っ
た
。

第
3
フ
ェ
ー
ズ
で
は
、
Io
T
に
よ
り
機
器
・
モ

ノ
そ
れ
自
体
が
情
報
発
信
を
行
う
よ
う
に
な
る
。

第
1
、
第
2
フ
ェ
ー
ズ
と
も
、
日
本
企
業
は
存
在

感
を
示
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
背
景
に
は
、

発
信
さ
れ
る
情
報
が
言
語
を
介
す
る
も
の
で
あ
っ

た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
英
語
圏
の
人
口
は
20
億

人
～
30
億
人
も
い
る
。
中
国
語
圏
も
10
億
人
を
超

え
る
。英
語
圏
の
I
T
企
業
は
、先
進
的
か
つ
ユ
ー

ザ
ー
数
の
多
い
英
語
圏
の
市
場
に
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
す
る
こ
と
で
先
行
者
利
益
を
上
げ
、
世
界
に
進

出
す
る
時
点
で
大
き
な
リ
ー
ド
を
得
て
い
る
。
こ

う
し
て
巨
大
に
な
っ
た
の
が
G
A
F
A
だ
。ま
た
、

中
国
の
I
T
企
業
も
、
巨
大
な
人
口
を
背
景
に
自

国
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
マ
ー
を
育
成
で
き
た
。
し

か
し
、
第
3
フ
ェ
ー
ズ
で
は
、
モ
ノ
自
体
が
情

報
を
発
信
す
る
。
発
信
さ
れ
る
情
報
は
、「
数
値
」

で
あ
っ
て
言
語
で
は
な
い
。
Io
T
化
し
た
冷
蔵

庫
が
、
庫
内
の
状
況
を
発
信
す
る
場
合
も
、
数
値

を
使
う
。

第4次産業革命が拓く
都市の可能性

アドバンスレビュー

　AI・IoTをはじめとするデジ
タル新技術は、グローバル化と
共に急速に進展している。デジ
タル技術の普及、とりわけIoT・
ビッグデータを活用したコネクト
化は工場の生産、家庭での消費
の根本を大きく変えうる。また、
AI・ロボティクスの進展は生産
現場や小売の現場などの生産
性を大きく向上させうる。これら
の新技術による産業のデジタル
化は、電子工学やオートメーショ
ンによる大量生産を可能にした
第3次産業革命を上回るインパ
クトを社会経済にもたらすだろ
う。既存の産業のパラダイムを
転換させる第4次産業革命とは
何か、どのようなビジョンを持
てばよいか。不動産・都市との
関わりを含めて、IoT、ビッグ
データ、5Gなどの情報技術に
実業として関わる藤原洋慶應
義塾大学特別招聘教授・ブロー
ドバンドタワー CEOに聞いた。

1954年福岡県生まれ。1977年京都大
学理学部（宇宙物理学専攻）卒。東京
大学博士（電子情報工学）。1977年～
1985年日本IBM、日立エンジニアリング、
日立大甕工場。1985年～1997年アス
キー、マイクロソフトFE本部。1996年イ
ンターネット総合研究所創立。ブロードバ
ンドタワー代表取締役会長兼社長CEO。
インターネット総合研究所代表取締役所
長。SBI大学院副長・教授、京都大学院
宇宙総合ユニット特任教授、慶應義塾大
学環境情報部特別招聘教授『環境エネ
ルギー情報論』。豊橋技術科学大客員教
授、東京大学院数理科研究客員教授、
一橋大学院客員教授、東京工業大学非
常勤講師。著書に「全産業『デジタル化』
時代の日本創生戦略」（2018年、PHP
研究所）、「ネットワークの覇者」（1998年、
日刊工業新聞社）など多数。

（株）ブロードバンドタワー代表取締役会長兼社長CEO
慶應義塾大学環境情報学部特別招聘教授

藤原 洋 氏

人
々
の
生
活
を
あ
ら
ゆ
る
面
で
よ
り
良
い
方
向
に

変
化
さ
せ
る
」
と
提
唱
し
て
い
る
。
私
は
、
こ
の

デ
ジ
タ
ル
・
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
革
命

は
あ
ら
ゆ
る
人
に
恩
恵
を
も
た
ら
す
と
考
え
て
い

る
。
第
3
次
産
業
革
命
ま
で
は
、
先
進
国
の
人
々

し
か
そ
の
恩
恵
を
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
。
自
動
車

や
パ
ソ
コ
ン
を
購
入
で
き
た
の
は
先
進
国
の
人
々

だ
か
ら
だ
。
一
方
で
、
携
帯
電
話
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
は
、
途
上
国
に
も
浸
透
し
た
。
こ
れ
ま
で
銀
行

口
座
を
持
て
ず
、
与
信
か
ら
疎
外
さ
れ
て
い
た
途

上
国
の
人
々
も
、
携
帯
電
話
に
よ
っ
て
口
座
や
決

済
手
段
を
持
て
る
。
第
4
次
産
業
革
命
は
、
途
上

国
の
み
な
ら
ず
先
進
国
を
含
め
て
貧
困
を
撲
滅
す

る
と
い
う
S
D
Gs※
の
達
成
に
も
寄
与
す
る
も
の

だ
。

5

※SDGs:Sustainable Development Goals 2015年9月に「国連持続可能な開発サミット」で採択された2030アジェンダに設定された17の目標と付随する169項目のターゲット 
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い
。
そ
の
点
、
わ
が
国
は
人
口
が
平
野
の
都
市

部
に
集
中
し
て
い
る
た
め
、
5
G
の
実
用
範
囲
、

携
帯
電
話
で
い
う
と
こ
ろ
の
「
人
口
カ
バ
ー
率
」

を
上
げ
や
す
い
。
こ
れ
は
、
自
動
運
転
な
ど
の

Io
T
技
術
に
は
有
利
だ
。
5
G
の
デ
バ
イ
ス
に

お
い
て
も
わ
が
国
は
優
位
な
立
場
に
な
り
う
る
。

現
在
の
半
導
体
は
シ
リ
コ
ン
が
主
流
だ
が
、
今

後
は
高
電
圧
・
高
温
、
高
周
波
数
に
も
対
応

で
き
る
窒
化
ガ
リ
ウ
ム
を
素
材
と
し
た
半
導

体
が
代
替
し
て
い
く
可
能
性
も
あ
る
。
現
在
、

総
務
省
の
支
援
で
、
窒
化
ガ
リ
ウ
ム
を
発
明

し
た
天
野
浩
名
古
屋
大
学
教
授
と
民
間
企
業

が
共
同
で
実
用
化
に
向
け
た
研
究
開
発
を
行
っ

て
い
る
。
5
G
の
世
界
で
は
わ
が
国
の
半
導
体
技

術
が
リ
ー
ド
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。

都
市
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
マ
ー

を
目
指
す

　

デ
ジ
タ
ル
・
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
革

命
は
、
都
市
に
も
パ
ラ
ダ
イ
ム
転
換
を
求
め
る

だ
ろ
う
。
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
は
、
都
市
そ
の
も
の

の
Io
T
化
を
指
し
て
い
る
。
現
在
の
ス
マ
ー
ト

シ
テ
ィ
も
、
エ
リ
ア
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
管
理
な
ど
を

一
元
的
に
行
っ
て
い
る
が
、
制
御
の
対
象
は
拡

大
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
N
T
T
グ
ル
ー
プ
は
、

2
0
1
8
年
か
ら
ア
メ
リ
カ
の
ラ
ス
ベ
ガ
ス
の

ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
推
進
事
業
の
実
証
実
験
に
参
画

し
て
い
る
。
ラ
ス
ベ
ガ
ス
市
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

地
区
に
、
高
解
像
ビ
デ
オ
カ

メ
ラ
、
音
響
セ
ン
サ
ー
及
び

Io
T
デ
バ
イ
ス
を
配
備
し

て
、
A
I
が
異
常
な
事
態
を

検
知
し
た
場
合
に
市
当
局
に

警
告
を
発
す
る
こ
と
で
、
市

職
員
の
初
期
対
応
を
容
易
に

す
る
と
い
っ
た
実
験
を
行
っ

て
い
る
。
ラ
ス
ベ
ガ
ス
市

は
、
N
T
T
が
デ
ー
タ
の
所

有
権
を
主
張
し
な
か
っ
た
こ

と
、
そ
し
て
デ
ー
タ
の
収
集

が
丁
寧
で
あ
る
こ
と
、
を
評

価
し
、
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
推

進
の
パ
ー
ト
ナ
ー
に
選
定
し

た
と
い
う
。

　

都
市
は
I
o
T
、
5
G
を

利
用
し
た
セ
ン
サ
ー
、
制
御

機
器
を
多
数
兼
ね
備
え
る
こ

と
で
、
膨
大
な
リ
ア
ル
デ
ー

タ
を
収
集
で
き
る
。
国
土
交
通
省
や
東
京
都
、
も

し
く
は
デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
は
、
こ
の
デ
ー
タ
を
活
用

す
る
こ
と
で
、
都
市
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
マ
ー
に

な
れ
る
。
例
え
ば
、
買
い
物
客
の
動
線
を
把
握
し

て
、
店
舗
の
配
置
を
変
更
す
る
よ
う
に
な
る
だ
ろ

う
（
ア
ナ
ロ
グ
を
デ
ジ
タ
ル
に
、
デ
ジ
タ
ル
を
ア

ナ
ロ
グ
に
）。
実
際
、
東
急
不
動
産
が
竹
芝
で
開

発
し
て
い
る
ビ
ル
で
は
、
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
と
共

に
、
A
I
や
Io
T
を
活
用
し
て
ビ
ル
内
外
の
人

流
デ
ー
タ
や
環
境
デ
ー
タ
を
収
集
・
解
析
し
、
快

適
な
環
境
整
備
と
効
率
的
な
ビ
ル
管
理
を
行
う
―

「
ス
マ
ー
ト
ビ
ル
」
を
構
築
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
が
都
市
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
マ
ー

を
目
指
す
こ
と
を
期
待
し
た
い
。（
談
）

　

わ
が
国
は
、
Io
T
化
し
た
モ
ノ
・
機
器
が
発

信
す
る
情
報
を
集
約
し
、
モ
ノ
・
機
器
を
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
す
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
マ
ー
を
育
成
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
。
私
は
、
日
本
企
業
に
は
チ
ャ

ン
ス
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。わ
が
国
の
企
業
は
、

言
語
依
存
性
の
な
い
数
値
情
報
の
取
り
扱
い
に
は

比
較
的
慣
れ
て
い
る
か
ら
だ
。
ゆ
く
ゆ
く
は
日
本

企
業
の
中
に
は
、
Io
T
世
界
に
お
け
る
巨
大
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
マ
ー
に
な
る
企
業
が
現
れ
、
わ
が

国
の
G
D
P
が
1
0
0
0
兆
円
に
な
る
日
も
あ
り

う
る
と
考
え
て
い
る
。

I
o
T
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
マ
ー
を

育
成
す
る

　

も
ち
ろ
ん
す
で
に
日
本
企
業
も
、
Io
T
時
代

の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
マ
ー
を
目
指
し
て
動
き
出
し

て
い
る
。
コ
ネ
ク
テ
ッ
ド
カ
ー
の
開
発
を
進
め
る

ト
ヨ
タ
自
動
車
は
そ
の
代
表
だ
ろ
う
。
レ
ベ
ル
5

の
完
全
自
動
運
転
は
、
次
世
代
通
信
技
術
で
あ
る

5
G
技
術
の
通
信
機
器
を
道
路
上
に
整
備
す
る
こ

と
で
道
路
情
報
な
ど
の
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を
自
動
車

と
送
受
信
し
、
A
I
が
運
転
を
制
御
す
る
こ
と
で

実
現
で
き
る
。
完
全
自
動
運
転
が
実
現
し
た
世
界

で
は
、
自
動
車
は
人
や
モ
ノ
を
運
ぶ
だ
け
で
な
く
、

寝
る
、
食
事
す
る
、
と
い
っ
た
あ
ら
ゆ
る
サ
ー
ビ

ス
が
可
能
に
な
る
。
こ
う
し
た
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
は

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
マ
ー
が
担
う
こ
と
に
な
る
。
ト

ヨ
タ
が
移
動
シ
ー
ン
に
お
け
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

マ
ー
に
な
れ
る
可
能
性
は
大
い
に
あ
り
う
る
。

　

何
よ
り
、
日
本
企
業
は
5
G
に
お
け
る
先
行
者

利
益
を
得
ら
れ
る
と
考
え
て
い
る
。そ
の
理
由
は
、

日
本
が
5
G
を
実
用
化
し
や
す
い
地
形
に
あ
る
か

ら
だ
。
5
G
の
電
波
は
指
向
性
が
強
い
た
め
、
広

範
囲
に
電
波
を
届
け
る
こ
と
を
得
意
と
し
て
い
な

5G（第5世代モバイル）は、通信量の増大と速度の高速化、
多数接続、低遅延化（電波が遅れない）によりIoT化を推進する

5Gによって変わる小売りの現場
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﹇
内
容
﹈：
「
衰
退
し
た
観
光
地
」
の
代

名
詞
と
な
っ
て
い
た
熱
海
は
な
ぜ
再
生

で
き
た
の
か
。
ビ
ジ
ネ
ス
の
手
法
で

ま
ち
づ
く
り
を
す
る
方
法
は
、
熱
海

だ
け
で
は
な
く
、
日
本
全
国
ど
こ
の

地
域
で
も
使
え
る
は
ず
だ
と
著
者
は

考
え
、
Ｕ
タ
ー
ン
し
て
ゼ
ロ
か
ら
ま

ち
の
再
生
に
取
り
組
ん
だ
。
熱
海
の

フ
ァ
ン
づ
く
り
か
ら
始
め
て
創
業
支

援
ま
で
手
が
け
る
よ
う
に
な
っ
た
熱

海
の
ま
ち
づ
く
り
は
、
人
口
減
少
時

代
の
魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り
の
あ
り

方
だ
け
で
な
く
、
今
後
の
日
本
の
ま
ち

づ
く
り
を
考
え
る
上
で
も
参
考
に
な
る

一
冊
。

﹇
市
来
広
一
郎
氏
の
話
﹈
：
こ
の
本

は
、　

熱
海
と
い
う
人
口
3
万
6
千
人

ほ
ど
の
小
さ
な
ま
ち
を
な
ん
と
か
し
た

い
と
始
ま
っ
た
、
地
方
都
市
で
の
再
生

の
取
り
組
み
を
記
し
た
本
で
す
。
建
築

熱
海
の
奇
跡 

い
か
に
し
て
活
気
を
取
り
戻
し
た
の
か

著
　
者 

市
来 

広
一
郎
（m

achim
ori

代
表
取
締
役
）

出
版
社
　
東
洋
経
済
新
報
社

「不動産協会賞」選考委員（敬称略、役職は選考時）

青山 佾(座長)
明治大学名誉教授

田中里沙
事業構想大学院大学学長・宣伝会議 取締役副社長

増田寛也
野村総合研究所顧問／東京大学公共政策大学院 客員教授

三橋博巳
日本不動産学会顧問

茅野静仁
三菱地所 経営企画部長

伊丹政俊
東急不動産 経営企画部統括部長

内田要
不動産協会 副理事長 専務理事

「不動産協会賞」は、不動産協会の社会貢
献活動の一環として、日本経済や国民生活
に関する著作物の中から、世の中の多くの
方々に読んでいただくことにより、当協会が
直面する幅広い課題についてご理解をいた
だくのに資する著作物を表彰するものである。
著作のジャンルは、「国際競争力を高める都市
再生」「良好な住宅ストックの形成」「防災・減
災｣「環境問題」「持続可能なまちづくり」「コ
ンプライアンス｣「法制度」「エネルギー問題」
など、幅広い分野の著作物を対象としている。
平成31年3月の最終選考委員会（座長・青山 
佾明治大学名誉教授）において、第9回「不動
産協会賞」として、「熱海の奇跡　いかにして活
気を取り戻したのか」（市来広一郎著・東洋経済
新報社）、「マーケットでまちを変える　人が集ま
る公共空間のつくり方」（鈴木美央著・学芸出
版社）、「老いた家　衰えぬ街　住まいを終活す
る」（野澤千絵著・講談社）の3作品を決定した。

表彰・祝辞を述べた
菰田正信理事長

「第9回 不動産協会賞」
を決定

や
不
動
産
、
都
市
計
画
、
そ
う
し
た
専

門
性
を
も
た
な
い
人
間
で
も
、
ま
ち
と

向
き
合
い
、
観
察
し
、
現
場
で
地
道
に

実
践
を
積
み
重
ね
て
い
く
こ
と
で
ま
ち

に
変
化
を
も
た
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

シ
ャ
ッ
タ
ー
街
化
が
進
ん
で
い
た
熱
海

は
、
こ
こ
7
〜
8
年
で
Ｖ
字
回
復
と
呼

ば
れ
る
に
ぎ
わ
い
を
取
り
戻
し
て
い
ま

す
。
12
年
前
に
ま
ち
づ
く
り
を
始
め
た

頃
に
は
想
像
も
し
な
い
変
化
で
す
。　

　

今
回
、
不
動
産
協
会
賞
を
い
た
だ
き
、

私
た
ち
の
取
り
組
み
を
多
く
の
方
に

知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
住
ん
で
い

る
ま
ち
や
、
生
ま
れ
育
っ
た
ま
ち
、
好

き
な
ま
ち
の
再
生
に
向
け
て
、
動
き
出

す
方
が
一
人
で
も
多
く
生
ま
れ
る
き
っ

か
け
と
な
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。
と

り
わ
け
、
現
場
で
の
実
践
を
評
価
い
た

だ
け
た
こ
と
は
、
自
ら
の
ま
ち
や
好
き

な
ま
ち
を
な
ん
と
か
し
た
い
と
思
う
人

に
と
っ
て
心
強
い
後
押
し
と
も
な
り
ま

す
。
私
自
身
の
現
場
で
あ
る
熱
海
の
ま

ち
の
再
生
は
、
始
ま
っ
た
ば
か
り
で

す
。
観
光
公
害
や
空
き
店
舗
の
増
加
な

ど
、
課
題
は
ま
だ
ま
だ
残
っ
て
い
ま
す
。

熱
海
や
、
似
た
よ
う
な
地
方
都
市
の
再

生
の
た
め
に
で
き
る
こ
と
を
、
一
歩
ず

つ
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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老
い
た
家 

衰
え
ぬ
街

住
ま
い
を
終
活
す
る

著
　
者 
 

野
澤 

千
絵（
東
洋
大
学
理
工
学
部
教
授
）

出
版
社
　
講
談
社

実
践
の
両
面
か
ら
解
説
し
ま
し
た
。

　

私
は
大
学
を
出
て
英
国
の
設
計
事
務

所
で
働
き
、
大
規
模
建
築
の
設
計
に

携
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン

型
の
大
規
模
建
築
に
は
ま
ち
を
変
え
る

力
が
あ
り
ま
す
。
一
方
で
、
小
さ
な
要

素
の
集
合
体
が
ま
ち
に
変
化
を
与
え
ら

れ
な
い
だ
ろ
う
か
と
考
え
て
い
ま
し
た
。

そ
こ
で
学
問
の
場
に
戻
り
、
仮
設
の
店

舗
の
よ
う
な
小
さ
な
要
素
の
集
合
で
あ

る
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
大
規
模
建
築
以
上
に

ま
ち
に
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
る

と
い
う
仮
説
を
立
て
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
の

調
査
・
研
究
を
行
う
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
研
究
や
実
践
を
経
て
、
マ
ー
ケ
ッ

ト
に
は
ま
ち
を
変
え
る
力
が
あ
る
と
確

信
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

マ
ー
ケ
ッ
ト
は
、
駅
前
や
公
園
な
ど

で
、
仮
設
店
舗
を
展
開
す
る
小
さ
な

用
途
変
更
で
実
践
で
き
る
ま
ち
づ
く
り

で
す
。
一
つ
ひ
と
つ
の
店
舗
は
小
さ
な

用
途
変
更
で
あ
っ
て
も
、
集
合
体
と
な

る
こ
と
で
、
豊
か
な
空
間
を
創
り
出
し
、

ま
ち
を
変
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

マ
ー
ケ
ッ
ト
は
日
本
中
の
ま
ち
を
変

え
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
多
く
の
人
が
関
わ
っ
た
小
さ
な

要
素
の
集
合
体
で
あ
る
こ
の
本
が
、
そ

の
一
助
と
な
れ
ば
嬉
し
い
限
り
で
す
。

﹇
内
容
﹈：
大
量
相
続
時
代
の
到
来
と

と
も
に
、
注
目
さ
れ
続
け
る
「
空
き
家

問
題
」
。
２
０
３
３
年
に
は
約
３
戸
に

１
戸
が
空
き
家
と
な
る
。
今
す
で
に
戸

建
て
の
４
軒
に
１
軒
が
「
空
き
家
予
備

軍
」
と
な
っ
て
い
る
日
本
で
、
最
重
要

課
題
と
な
っ
て
く
る
の
が
、
空
き
家
の

予
防
策
で
あ
り
、
住
ま
い
を
「
終
活
」

す
る
こ
と
で
あ
る
。
実
家
を
相
続
し
た

子
供
世
代
や
所
有
す
る
家
や
土
地
の
今

後
を
考
え
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
親
世

代
な
ど
、
様
々
な
人
々
に
と
っ
て
、
今

後
の
住
ま
い
の
あ
り
方
に
つ
い
て
真
剣

に
考
え
る
契
機
と
な
る
著
作
で
あ
る
。

﹇
野
澤
千
絵
氏
の
話
﹈：
空
き
家
問
題

は
、
大
量
相
続
時
代
を
迎
え
る
中
で
、

更
に
深
刻
化
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
今
後
、
す
で
に
空
き
家
に
な
っ
た

問
題
だ
け
で
は
な
く
、
こ
れ
以
上
、
空

き
家
を
増
や
さ
な
い
こ
と
が
最
重
要
課

題
で
す
。
空
き
家
問
題
の
多
く
は
、
実

マ
ー
ケ
ッ
ト
で
ま
ち
を
変
え
る

人
が
集
ま
る
公
共
空
間
の
つ
く
り
方

著
　
者 

鈴
木 

美
央（O

+A
rchitecture

主
宰
）

出
版
社
　
学
芸
出
版
社

﹇
内
容
﹈：
全
国
で
増
え
る
マ
ル
シ
ェ
、

フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
朝
市
。 

閑
散
と
し
た
道
路
や
公
園
、
商
店
街
を
、

人
々
で
賑
わ
う
場
所
に
変
え
る
マ
ー

ケ
ッ
ト
は
、
中
心
市
街
地
活
性
化
、
公

共
空
間
活
用
、
地
産
地
消
な
ど
、
ま
ち

の
機
能
を
ア
ッ
プ
さ
せ
る
。
ま
た
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
や
出
店
者
へ
の
ス

タ
ー
ト
ア
ッ
プ
機
会
の
創
出
な
ど
、
地

域
や
出
店
者
に
様
々
な
効
果
も
生
み
出

す
。
東
京
＆
ロ
ン
ド
ン
で 

１
０
０
例

の
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
調
査
し
、
自
ら
も
主

催
す
る
著
者
が
解
説
す
る
マ
ー
ケ
ッ
ト

か
ら
始
め
る
新
し
い
ま
ち
の
使
い
方
は
、

今
後
の
日
本
の
ま
ち
づ
く
り
や
地
域
の

に
ぎ
わ
い
づ
く
り
に
参
考
と
な
る
一
冊
。

﹇
鈴
木
美
央
氏
の
話
﹈：
私
は
こ
の
本

で
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
い
う
小
さ
な
要
素

の
集
合
体
が
い
か
に
ま
ち
を
変
え
て
い

く
か
、
経
済
を
活
性
化
し
、
生
活
の
質

を
向
上
さ
せ
る
か
と
い
う
こ
と
を
研
究
、

家
を
相
続
後
に
「
と
り
あ
え
ず
置
い
て

お
く
」
と
い
っ
た
「
問
題
先
送
り
空
き

家
」
か
ら
発
生
し
て
い
ま
す
。
問
題
の

先
送
り
は
、
所
有
者
の
老
い
と
共
に
解

決
へ
の
負
担
が
増
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

問
題
先
送
り
空
き
家
を
防
ぐ
に
は
、
一

人
ひ
と
り
が
、
相
続
が
発
生
す
る
前
の

段
階
か
ら
、
将
来
、
家
を
ど
う
す
る
か

の
選
択
肢
を
考
え
、
円
滑
に
売
買
や
賃

貸
す
る
た
め
の
前
提
条
件
を
整
理
し
た

り
、
信
頼
で
き
る
相
談
先
・
依
頼
先
の

目
途
を
つ
け
て
お
く
と
い
っ
た
、
い
わ

ば
、
住
ま
い
を
「
終
活
」
す
る
こ
と
が

必
要
で
す
。

　

日
本
は
、
今
、
人
口
が
減
少
し
て
も

持
続
可
能
な
ま
ち
へ
と
作
り
変
え
て
い

く
た
め
に
、
非
常
に
重
要
な
時
期
で
す
。

一
人
ひ
と
り
が
住
ま
い
を
「
終
活
」
す

る
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
作
っ
て
き
た
ま

ち
に
新
た
な
所
有
者
・
利
用
者
の
流

入
や
世
代
交
代
の
素
地
を
つ
く
り
出

し
、
そ
れ
が
ひ
い
て
は
次
世
代
に
と
っ

て
も
引
き
継
ぎ
た
い
と
思
え
る
「
衰
え

ぬ
街
」
の
価
値
を
生
み
出
す
こ
と
に
他

な
り
ま
せ
ん
。
住
ま
い
を
終
活
す
る
こ

と
が
、
日
本
の
中
で
一
般
的
に
定
着
し
、

新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
構
築
や
支

援
策
が
充
実
す
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま

す
。
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建
築
物
省
エ
ネ
法
）
の
改
正
は
、
省
エ
ネ
を

投
資
と
捉
え
る
変
革
を
惹
起
す
る
き
っ
か
け

に
な
る
と
期
待
し
て
い
る
。

役
割
増
す

建
築
物
・
住
宅
の
省
エ
ネ

　

今
回
、
建
築
物
省
エ
ネ
法
が
改
正
さ
れ
た

背
景
に
は
、
建
築
物
・
住
宅
の
省
エ
ネ
の
果

た
す
役
割
が
大
き
く
な
っ
て
い
る
こ
と
が
挙

げ
ら
れ
る
。
わ
が
国
は
、
１
９
９
７
年
の
国

際
協
定
で
あ
る
京
都
議
定
書
が
求
め
て
い
た

温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
６
％
削
減
の
目
標
を

２
０
１
２
年
に
達
成
し
た
一
方
で
、
業
務
そ

の
大
規
模
建
築
物
（
２
０
０
０
㎡
以
上
）
に

対
し
て
省
エ
ネ
基
準
へ
の
適・

合・

義
務
を
課
し
、

中
規
模
建
築
物
（
３
０
０
㎡
以
上
２
０
０
０

㎡
未
満
）
に
対
し
て
も
省
エ
ネ
基
準
を
満
た

す
省
エ
ネ
計
画
の
届・

出・

義
務
を
課
す
こ
と
と

し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
５
月
の
改
正
で
は
、

中
規
模
建
築
物
に
も
省
エ
ネ
基
準
へ
の
適・

合・

義
務
を
課
す
こ
と
と
な
っ
た
。
中
規
模
建
築

物
の
建
築
確
認
手
続
き
も
省
エ
ネ
基
準
へ
の

適
合
判
定
が
必
要
に
な
る
。

　

国
土
交
通
省
は
、
適
合
義
務
化
の
対
象
を

拡
大
し
た
理
由
と
し
て
、
①
新
築
の
中
規
模

建
築
物
の
省
エ
ネ
基
準
の
適
合
率
が
91
％

（
２
０
１
７
年
度
）
と
高
く
、
義
務
化
に
対
し

て
大
き
な
混
乱
が
生
じ
な
い
と
考
え
ら
れ
る

こ
と
、
②
新
築
件
数
が
比
較
的
少
な
い
こ
と
、

③
適
合
の
た
め
の
投
資
に
対
す
る
効
率
性
が

高
い
こ
と（
低
コ
ス
ト
で
省
エ
ネ
を
図
れ
る
）、

建築物省エネ法改正
次世代の環境と
生産性向上に向けて

政策ウォッチ

　わが国は、温室効果ガスの削減や気候変動への対応が求められる国
際的な枠組みである「パリ協定」に基づき、温室効果ガスを削減する中
期目標を掲げている。目標達成に向けて、建築物・住宅には2030年度ま
でに2013年度比で約2割の省エネが求められている。この達成のため、
国は建築物・住宅の省エネ基準を定める建築物省エネ法を5月に改正し
た。建築物・住宅の省エネは、追加投資を求められる建築主にとっては負
担になる一方で、生産性や健康が向上する効果も期待できる。建築物・
住宅の省エネと、生産性や健康の向上の関連について研究する慶應義
塾大学の伊香賀俊治教授に、建築物省エネ法の改正と、まちづくりへの
効果について聞いた。

伊香賀 俊治（いかが としはる）

1959年生まれ。早稲田大学大学院修了、㈱日建設
計・設備設計主管、東京大学助教授、日建設計・環境
計画室長を経て、2006年1月より現職。著書（共著）
に、「CASBEE入門」「建築と知的生産性」「健康維持
増進住宅のすすめ」「LCCM住宅の設計手法」「熱中
症の予防と現状」「最高の環境建築をつくる方法」「す
こやかに住まう、すこやかに生きる、ゆすはら健康長寿の
里づくりプロジェクト」など。受賞に、山梨県環境科学研
究所、明治大学リバティタワーで環境・省エネルギー建
築賞、青山学院大学相模原キャンパス、梼原町（ゆす
はらちょう）総合庁舎でサステナブル建築・住宅賞、日本
LCA学会功績賞、空気調和・衛生工学会技術賞など。

の
他
部
門
（
建
築
物
な
ど
）
や
家
庭
部
門
（
住

宅
な
ど
）
の
CO2
排
出
量
は
約
１
・
５
倍
～
２
倍

と
増
加
し
た
（
図
１
）。
こ
の
た
め
、
パ
リ

協
定
で
の
わ
が
国
の
目
標※

を
達
成
す
る
に
は
、

業
務
そ
の
他
部
門
と
家
庭
部
門
を
表
す
「
建

築
物
・
住
宅
」
の
２
０
３
０
年
度
の
最
終
エ

ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
を
２
割
ほ
ど
削
減
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
を
踏
ま
え
、
国
は
、

建
築
物
や
住
宅
に
対
し
て
省
エ
ネ
基
準
へ
の

適
合
義
務
や
届
出
義
務
、
努
力
義
務
を
課
す

建
築
物
省
エ
ネ
法
を
２
０
１
５
年
に
制
定
し

て
い
る
。

　

建
築
物
省
エ
ネ
法
は
、
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
等

伊香賀 俊治
慶應義塾大学理工学部システムデザイン工学科教授

省
エ
ネ
を
コ
ス
ト
か
ら
投
資
に

　

世
界
各
国
が
参
画
す
る
パ
リ
協
定
が
採
択

さ
れ
た
現
在
、
省
エ
ネ
（
エ
ネ
ル
ギ
ー
削
減
）

は
避
け
ら
れ
な
い
。
省
エ
ネ
が
義
務
で
あ
れ

ば
、
省
エ
ネ
を
コ
ス
ト
と
捉
え
る
の
で
は
な

く
、
将
来
的
な
リ
タ
ー
ン
を
生
む
投
資
と
考

え
、よ
り
多
く
の
投
資
を
す
る
こ
と
で
リ
タ
ー

ン
を
求
め
る
ほ
う
が
建
設
的
だ
。
こ
れ
か
ら

は
、
省
エ
ネ
を
投
資
と
捉
え
ら
れ
る
よ
う
な

仕
組
み
を
構
築
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
だ
。

５
月
に
行
わ
れ
た
「
建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

消
費
性
能
の
向
上
に
関
す
る
法
律
」（
以
下
、

図１　1990 年比のCO2 排出量　

業務他部門、家庭部門はＯＡ化や戸数増と共に増加
している
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を
挙
げ
て
い
る
。
た
だ
し
、
中
規
模
建
築
物

に
は
３
０
０
㎡
～
４
０
０
㎡
程
度
の
ほ
ぼ
小

規
模
な
ビ
ル
も
含
ま
れ
る
。
こ
う
し
た
ビ
ル

の
建
築
主
に
と
っ
て
、
省
エ
ネ
措
置
は
負
担

感
が
あ
る
だ
ろ
う
。
省
エ
ネ
設
備
や
建
築
は
、

延
床
面
積
が
小
さ
く
な
る
ほ
ど
㎡
当
た
り
の

コ
ス
ト
が
重
く
な
る
か
ら
だ
。
ま
た
、
小
規

模
ビ
ル
ほ
ど
テ
ナ
ン
ト
を
早
く
入
居
さ
せ
た

い
観
点
か
ら
、
省
エ
ネ
の
た
め
に
設
計
期
間

が
長
期
化
す
る
こ
と
に
も
消
極
的
に
な
る
だ

ろ
う
。
省
エ
ネ
の
浸
透
に
は
、
こ
う
し
た
小

規
模
な
ビ
ル
の
建
築
主
が
断
熱
性
能
の
向
上

な
ど
の
省
エ
ネ
建
築
を
行
う
よ
う
な
イ
ン
セ

ン
テ
ィ
ブ
が
求
め
ら
れ
る
。
省
エ
ネ
へ
の
補

助
金
と
同
時
に
、
省
エ
ネ
を
行
う
こ
と
で
収

益
性
が
向
上
す
る
仕
組
み
づ
く
り
を
リ
ー
ド

し
て
も
ら
い
た
い
。
補
助
金
な
ど
で
建
築
主

に
省
エ
ネ
を
働
き
か
け
る
こ
と
と
同
時
に
、

消
費
者
（
テ
ナ
ン
ト
企
業
）
へ
の
働
き
か
け

が
重
要
に
な
る
。
具
体
的
に
は
、
断
熱
性
向

上
で
省
エ
ネ
を
達
成
し
た
ビ
ル
は
、
企
業
の

生
産
性
を
向
上
さ
せ
う
る
こ
と
を
Ｐ
Ｒ
す
る

こ
と
が
効
果
的
だ
ろ
う
。
住
宅
の
分
野
で
は
、

断
熱
性
能
の
高
い
住
宅
は
健
康
に
良
い
こ
と

が
世
界
的
に
認
め
ら
れ
て
い
る
。
例
え
ば
Ｗ

Ｈ
Ｏ
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
「
健
康
」
と
「
ま
ち

づ
く
り
」
に
寄
与
す
る
と
し
て
、
住
宅
の
断

熱
を
勧
告
し
て
い
る
。
中
規
模
建
築
物
（
オ

フ
ィ
ス
）
も
断
熱
・
遮
熱
性
能
の
向
上
で
省

エ
ネ
を
実
現
す
れ
ば
、
生
産
性
や
健
康
の
向

上
に
繋
が
る
。
わ
が
国
で
は
、
断
熱
性
能
の

向
上
で
快
適
さ
を
増
し
た
「
Ｃ
Ａ
Ｓ
Ｂ
Ｅ
Ｅ

オ
フ
ィ
ス
健
康
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト※

」
の
ス
コ

ア
が
高
い
オ
フ
ィ
ス
ほ
ど
、
作
業
効
率
や
従

業
員
の
健
康
、
安
全
安
心
が
向
上
し
て
い
る

と
い
う
研
究
結
果
が
出
て
い
る
（
図
２
）。
近

年
、
大
企
業
や
Ｉ
Ｔ
企
業
な
ど
で
は
、
労
働

生
産
性
向
上
の
た
め
、
従
業
員
の
健
康
を
向

上
さ
せ
る
「
健
康
経
営
」
を
目
指
し
て
い
る
。

中
で
も
、
健
康
問
題
に
よ
っ
て
労
働
効
率
が

下
が
る
「
プ
レ
ゼ
ン
テ
ィ
ー
ズ
ム
」
の
抑
制

に
力
を
入
れ
て
い
る
。
中
小
ビ
ル
で
あ
っ
て

も
、
省
エ
ネ
（
断
熱
性
能
の
向
上
）
に
よ
っ

て
プ
レ
ゼ
ン
テ
ィ
ー
ズ
ム
の
抑
制
に
繋
が
る

可
能
性
を
示
す
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
省
エ
ネ

を
行
っ
た
新
築
・
中
規
模
建
築
物
に
は
企
業

の
支
持
が
集
ま
る
だ
ろ
う
。

　

現
在
、
建
築
物
の
環
境
性
能
を
示
す
評
価

認
証
Ｃ
Ａ
Ｓ
Ｂ
Ｅ
Ｅ
に
は
、「
Ｃ
Ａ
Ｓ
Ｂ
Ｅ
Ｅ

ウ
ェ
ル
ネ
ス
オ
フ
ィ
ス
評
価
認
証※

」
と
い
う
、

利
用
者
の
健
康
性
、
快
適
性
の
維
持
・
増
進

に
寄
与
す
る
建
物
性
能
な
ど
を
評
価
す
る
新

し
い
評
価
認
証
が
で
き
て
い
る
。
Ｃ
Ａ
Ｓ
Ｂ

Ｅ
Ｅ
ウ
ェ
ル
ネ
ス
オ
フ
ィ
ス
で
高
い
評
価
を

得
た
オ
フ
ィ
ス
が
、
実
際
に
生
産
性
を
向
上

さ
せ
て
い
る
デ
ー
タ
と
共
に
、
Ｃ
Ａ
Ｓ
Ｂ
Ｅ

Ｅ
ウ
ェ
ル
ネ
ス
オ
フ
ィ
ス
の
認
証
を
受
け
た

ビ
ル
を
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
こ
と
で
、

省
エ
ネ
性
能
―
断
熱
性
能
を
向
上
さ
せ
た
ビ

ル
の
市
場
評
価
は
高
ま
っ
て
い
く
は
ず
だ
。

ひ
い
て
は
環
境
性
能
の
向
上
を
投
資
と
捉
え

る
こ
と
に
も
繋
が
る
だ
ろ
う
。

中
規
模
・
大
規
模
住
宅
の

省
エ
ネ
も
推
進

　

今
回
の
建
築
物
省
エ
ネ
法
改
正
で

は
、
中
規
模
・
大
規
模
住
宅
の
届
出

義
務
の
監
督
体
制
も
強
化
さ
れ
る
。

建
築
物
省
エ
ネ
法
は
、
届
出
さ
れ
た

省
エ
ネ
計
画
が
省
エ
ネ
基
準
に
適
合

し
て
い
な
い
場
合
、
特
定
行
政
庁
が

建
築
主
に
対
し
て
計
画
変
更
の
指
示

な
ど
を
行
え
る
と
し
て
い
る
。
し
か

し
、
計
画
変
更
指
示
が
十
分
に
行
わ

れ
て
い
な
い
実
態
が
あ
っ
た
と
い
う
。

そ
こ
で
、
今
回
の
改
正
で
は
、
省
エ

ネ
計
画
に
民
間
審
査
機
関
の
評
価
書

を
活
用
で
き
る
こ
と
と
し
、
行
政
の

事
務
負
担
を
減
ら
せ
る
こ
と
と
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
行
政
側
は
、
基
準
不

適
合
物
件
へ
の
対
応
に
注
力
で
き
る

よ
う
に
な
る
。
建
築
主
側
も
、
省
エ

ネ
計
画
の
提
出
期
限
を
後
ろ
倒
し
で
き
、
省

力
化
を
実
現
で
き
る
。

省
エ
ネ
ま
ち
づ
く
り
に
も

容
積
率
特
例

　

省
エ
ネ
は
、
戸
別
の
建
物
だ
け
で
な
く
、

面
的
な
ま
ち
づ
く
り
で
も
実
現
可
能
だ
。
近

年
、
日
本
橋
や
田
町
な
ど
で
は
、
再
開
発
に

伴
っ
て
、
大
規
模
な
熱
電
併
給
設
備
（
コ
ー

ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム※

）
を
整
備
し
、

複
数
の
建
築
物
に
熱
や
電
気
を
供
給
す
る
こ

と
で
面
的
な
省
エ
ネ
や
防
災
性
能
の
向
上
を

実
現
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
事
例
を
踏
ま
え

て
、
改
正
建
築
物
省
エ
ネ
法
で
は
、
複
数
の

建
築
物
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
を
行
う
設
備
に

よ
っ
て
面
的
に
省
エ
ネ
を
実
現
す
る
計
画
に

つ
い
て
、「
省
エ
ネ
性
能
向
上
計
画
」
と
し

て
認
定
し
、
省
エ
ネ
設
備
の
た
め
に
必
要
な

面
積
を
容
積
不
算
入
に
で
き
る
よ
う
改
め
た
。

近
年
大
型
化
し
て
い
る
熱
電
併
給
設
備
の
床

面
積
を
有
効
に
使
え
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
面

的
な
省
エ
ネ
―
省
エ
ネ
ま
ち
づ
く
り
の
促
進

に
も
繋
が
る
だ
ろ
う
。（
談
）

※2030年度までに2013年度比で温室効果ガス
26.0%削減

※CASBEEオフィス健康チェックリスト:
　日本サステナブル建築協会が作成したオフィス

で働くワーカーが、自身のオフィス環境の満足
度、整備状況等を主観的に評価するツール。
客観評価ツールはCASBEEウェルネスオフィ
スとなっている

※CASBEEウェルネスオフィス評価認証:
一般財団法人建築環境・省エネルギー機構

　ウェブサイト http://www.ibec.or.jp/CASBEE/
　certification/WO_certification.html
※重油やガスなどを使って電力と熱を同時に供給

するシステム

図 2　

スコアが高いほど作業効率も高まっている

CASBEE オフィス健康チェックリストと作業効率との相関
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れ
が
多
く
訪
れ
た
。

　

野
外
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
た
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
コ
ー
ト
ほ
ど
の
広
場
は
、
も
と
は

こ
こ
に
あ
っ
た
研
究
所
の
中
庭
だ
。
現
在
は
、

日
吉
箕
輪
町
計
画
の
建
設
予
定
地
の
一
部
で
、

２
０
２
１
年
に
は
サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者
向
け

住
宅
が
建
つ
予
定
だ
。
こ
の
野
外
イ
ベ
ン
ト

は
「
吉
日
学
校
」
の
「
吉
日
祭
り
」
と
い
う
名

称
で
開
催
さ
れ
た
。「
吉
日
楽
校
」
は
、「
プ
ラ

ウ
ド
シ
テ
ィ
日
吉
」
を
中
心
に
し
て
開
発
前
か

ら
地
域
の
人
々
と
の
接
点
を
も
つ
拠
点
と
し
て

２
０
１
８
年
６
月
に
開
設
さ
れ
た
組
織
だ
。
開

設
以
来
、
約
１
年
の
間
、
ほ
ぼ
隔
週
で
焚
火
や

ピ
ク
ニ
ッ
ク
な
ど
の
野
外
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し

て
き
た
。
こ
の
エ
リ
ア
で
も
い
よ
い
よ
工
事
が

始
ま
る
た
め
、
５
月
に
開
催
し
た
吉
日
祭
り
で

一
区
切
り
し
、
活
動
の
場
を
変
え
て
新
た
な
イ

ベ
ン
ト
を
準
備
し
て
い
る
。

　
「
吉
日
楽
校
」
は
、「
開
発
で
生
じ
る
時
間
と

場
所
の
活
用
と
デ
ザ
イ
ン
」
を
テ
ー
マ
と
し
た

ユ
ニ
ー
ク
さ
か
ら
、
２
０
１
８
年
度
グ
ッ
ド
デ

ザ
イ
ン
賞
ベ
ス
ト
１
０
０
を
受
賞
し
て
い
る
。

手
が
け
て
い
る
の
は
、
日
吉
箕
輪
町
計
画
を
開

発
す
る
野
村
不
動
産
だ
。
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

開
発
予
定
地
の
一
角
で
始
ま
っ
た

「
吉
日
楽
校
」

　

５
月
の
晴
れ
た
日
曜
日
。
東
急
東
横
線
の
日

吉
駅
か
ら
徒
歩
９
分
の
日
吉
箕
輪
町
計
画
の
開

発
予
定
地
の
一
角
で
、
野
外
イ
ベ
ン
ト
が
開
催

さ
れ
た
。
樹
々
に
囲
ま
れ
た
芝
生
の
広
場
で
開

催
さ
れ
た
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
や
焚
火
、
野
外

美
容
室
、
グ
リ
ー
ン
の
寄
せ
植
え
と
い
っ
た

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
、
若
者
や
地
元
の
家
族
連

次世代に引き継げるまちをどうつくるか。神奈川県横浜市の日吉エリアで開発中の
マンション「プラウドシティ日吉」を含む複合まちづくり「日吉箕輪町計画」では、前例
のない新たな手法で、持続可能なまちづくりに向けた挑戦が始まっている。それは、
工事着工前から始めるエリアマネジメントだ。プラウドシティ日吉を中心に始まった、
新時代のエリアマネジメントをスケッチする。

フ ォ ー カ ス
まちづくりの

次世代を展望する
新時代のまちづくり

5月に行われた吉日楽校の吉日祭り

吉日祭りの開催の看板

吉日楽校のフリーマーケット吉日楽校のフリーマーケット
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た
っ
て
持
続
さ
せ
や
す
い
と
考
え
た
か
ら
」
と

説
明
す
る
。
日
吉
箕
輪
町
計
画
は
、
伝
統
あ
る

日
吉
エ
リ
ア
の
住
宅
街
に
囲
ま
れ
た
場
所
で

行
わ
れ
る
大
型
再
開
発
だ
。
２
０
１
５
年
に
閉

店
し
た
総
合
ス
ー
パ
ー
や
、
研
究

所
、
研
修
所
な
ど
の
跡
地
を
合
わ

せ
た
東
京
ド
ー
ム
１
個
分
の
大
型

開
発
と
あ
っ
て
、
周
辺
住
民
の
関

心
事
に
な
っ
て
い
た
。
地
元
の
関

心
の
高
さ
を
考
え
れ
ば
、
ま
ち
全

体
の
魅
力
を
創
出
し
よ
う
と
い
う

エ
リ
マ
ネ
を
開
発
前
か
ら
行
う
こ

と
は
、
ひ
い
て
は
日
吉
箕
輪
町
計
画

の
支
持
に
も
繋
が
る
と
い
う
考
え

だ
。

　

野
村
不
動
産
に
と
っ
て
、
着
工
前

か
ら
地
域
を
巻
き
込
む
エ
リ
マ
ネ
活

動
を
行
う
の
は
初
の
経
験
だ
。
た
だ

し
、
マ
ン
シ
ョ
ン
竣
工
前
か
ら
マ
ン

シ
ョ
ン
住
民

の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
を
醸
成
し

て
い
く
、
と
い
う

試
み
は
初
め
て
で
は

な
い
。
２
０
０
７
年
よ

り
「
ハ
ウ
ス
ウ
ォ
ー
ミ

ン
グ
パ
ー
テ
ィ
ー
」（
マ

ン
シ
ョ
ン
に
入
居
す
る

前
に
入
居
者
同
士
の
接

点
を
設
け
る
機
会
）
を

導
入
し
、
竣
工
後
の
良

好
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形

成
の
き
っ
か
け
づ
く
り

や
価
値
向
上
、
課
題
解
決
に
向
け
て
共
に
主
体

的
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
。
そ
し
て
、
そ
う

し
た
活
動
を
担
う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
組
織
化
を

指
す
。
い
わ
ば
、
ま
ち
を
育
て
る
活
動
だ
。
一

般
的
に
、
エ
リ
マ
ネ
は
、
い
ま
現
に
あ
る
エ
リ

ア
、
既
存
の
ま
ち
の
価
値
を
向
上
さ
せ
て
い
く

イ
メ
ー
ジ
だ
。
エ
リ
マ
ネ
に
取
り
組
む
の
は
、

そ
こ
に
住
む
住
民
や
、
そ
こ
に
拠
点
を
構
え
る

企
業
だ
か
ら
だ
。
し
か
し
、
日
吉
箕
輪
町
計
画

で
は
、
対
象
と
な
る
「
エ
リ
ア
＝
ま
ち
」
が
ま

だ
出
来
上
が
っ
て
い
な
い
状
態
、
住
民
が
い
な

い
状
態
で
エ
リ
マ
ネ
を
始
め
た
。

　

開
発
段
階
か
ら
エ
リ
マ
ネ
活
動
を
開
始
し
た

理
由
に
つ
い
て
、
野
村
不
動
産
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン

グ
ス
Ｉ
Ｃ
Ｔ
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
推
進
部
の
石

原
菜
穂
子
氏
は
「
出
来
上
が
っ
た
ま
ち
に
住
む

人
だ
け
で
エ
リ
マ
ネ
に
取
り
組
む
よ
り
も
、
開

発
前
か
ら
周
辺
に
住
む
人
々
と
共
に
エ
リ
マ
ネ

に
取
り
組
む
ほ
う
が
、
エ
リ
マ
ネ
を
将
来
に
わ

吉日楽校のフリーマーケット

昔ながらの住宅街　日吉エリアを象徴する老舗パン工房

拠
点
な
ど
の
設
計
で
好
評
を
得
て
い
る
デ
ザ
イ

ン
会
社
と
協
同
し
て
、「
吉
日
楽
校
」
を
運
営

し
て
い
る
。

　

日
吉
箕
輪
町
計
画
は
「
人
生
１
０
０
年
時

代
の
住
み
た
い
街
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
総
計

画
戸
数
１
３
２
０
戸
の
プ
ラ
ウ
ド
シ
テ
ィ
日
吉

と
商
業
施
設
、
地
域
貢
献
施
設
、
保
育
施
設
、

健
康
支
援
施
設
、
サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者
向
け

住
宅
、
広
場
を
開
発
し
、
同
時
に
エ
リ
ア
内
に

公
立
小
学
校
が
新
設
さ
れ
る
大
き
な
ま
ち
づ
く

り
だ
。
敷
地
面
積
は
約
４・
２
ha
に
上
る
。
多

世
代
が
で
き
る
だ
け
長
く
暮
ら
せ
る
ま
ち
を
目

指
し
、
野
村
不
動
産
と
関
電
不
動
産
開
発
、
パ

ナ
ソ
ニ
ッ
ク
ホ
ー
ム
ズ
の
３
社
が
開
発
す
る
。

 　
「
吉
日
楽
校
」
は
、
こ
の
日
吉
箕
輪
町
計
画

の
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
「
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｏ
」
の
一

環
と
し
て
行
わ
れ
て
い
る
。
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
（
以
下
、
エ
リ
マ
ネ
）
と
は
、
住
民
・
事

業
主
・
地
権
者
等
が
そ
の
エ
リ
ア
の
魅
力
創
出

プラウドシティ日吉の開発全体イメージ
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テ
ー
ブ
ル
で
食
事
を
す

る
「
隣
人
祭
り
」
を
開

催
し
て
い
る
。

　

野
村
不
動
産
が
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
に
力

を
入
れ
た
理
由
は
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
こ
そ
が

「
長
く
住
み
続
け
ら
れ

る
ま
ち
」
を
創
り
、
ひ

い
て
は
同
社
の
住
宅
ブ

ラ
ン
ド
「
プ
ラ
ウ
ド
」

の
価
値
を
高
め
る
こ
と

に
繋
が
る
と
い
う
分
析

か
ら
だ
。
さ
ら
に
野
村

不
動
産
は
、
２
０
１
３

年
に
マ
ン
シ
ョ
ン
ブ
ラ

ン
ド
「
プ
ラ
ウ
ド
」
の

コ
ン
セ
プ
ト
と
し
て
、

「
環
境
に
配
慮
し
な
が

ら
持
続
可
能
な
住
宅
を

創
っ
て
い
く
」
こ
と
を

目
指
す
「
ス
マ
ー
ト
＆

グ
ロ
ー
イ
ン
グ
」
を
掲

げ
た
。
こ
の
コ
ン
セ
プ
ト
が
、「
長
く
住
み
続

け
ら
れ
る
ま
ち
」
を
つ
く
る
と
い
う
野
村
不
動

産
の
ま
ち
づ
く
り
の
理
念
に
繋
が
っ
て
い
る
。

　
「
長
く
住
み
続
け
ら
れ
る
ま
ち
」
を
創
る
た

め
に
何
を
す
れ
ば
い
い
の
か
。野
村
不
動
産
は
、

長
き
に
わ
た
っ
て
資
産
価
値
が
向
上
し
て
い
る

ま
ち
を
研
究
、そ
う
し
た
ま
ち
に
共
通
す
る「
住

民
の
自
治
意
識
の
高
さ
」
に
着
目
し
た
。
そ
し

て
、
こ
う
し
た
意
識
を
醸
成
し
て
い
く
に
は
、

良
好
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
重
要
だ
と
い
う
結
論

に
た
ど
り
着
い
た
。

　

２
０
１
５
年
頃
か
ら
計
画
策
定
に
向
け
て
動

き
始
め
た
日
吉
箕
輪
町
計
画
は
、「
ふ
な
ば
し

森
の
シ
テ
ィ
」
の
経
験
を
踏
ま
え
た
ま
ち
づ
く

り
だ
。
た
だ
し
、
計
画
策
定
の
最
初
か
ら
、
新

住
民
に
限
定
し
な
い
オ
ー
プ
ン
な
エ
リ
マ
ネ
に

取
り
組
む
と
決
め
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
野

村
不
動
産
の
社
内
で
は
、
あ
く
ま
で
日
吉
箕
輪

町
計
画
の
内
側
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
を
支
援

し
て
い
く
イ
メ
ー
ジ
だ
っ
た
。

　

そ
も
そ
も
、
日
吉
箕
輪
町
計
画
で
エ
リ
マ
ネ

を
手
が
け
よ
う
と
い
う
発
想
自
体
も
、
き
っ
か

け
は
行
政
の
意
向
を
受
け
た
も
の
だ
。
日
吉
箕

輪
町
計
画
は
、
横
浜
市
港
北
区
箕
輪
町
に
立
地

す
る
。
地
元
自
治
体
の
横
浜
市
は
、
２
０
１
２

年
に
み
な
と
み
ら
い
21
地
区
で
「
エ
リ
ア
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
憲
章
」
を
制
定
す
る
な
ど
、
全
国
的

に
も
早
く
か
ら
エ
リ
マ
ネ
の
推
進
に
力
を
入
れ

て
き
た
。
２
０
１
６
年
に
は
、
エ
リ
マ
ネ
を
推

進
す
る
取
扱
い
を
定
め
た
綱
領
を
定
め
て
い

る
。
日
吉
エ
リ
ア
に
お
い
て
も
、「
日
吉
綱
島

東
部
地
区
ま
ち
づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン
」
の
中
で
エ

リ
マ
ネ
の
推
進
を
う
た
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た

横
浜
市
の
意
向
を
受
け
て
、
野
村
不
動
産
は
エ

リ
マ
ネ
に
つ
い
て
漠
然
な
が
ら
議
論
を
進
め
て

い
く
こ
と
に
な
っ
た
。

「
人
生
１
０
０
年
時
代
の
住
み
た
い
街
」

を
ど
う
創
る
か

　

エ
リ
マ
ネ
の
議
論
が
深
ま
っ
た
の
は
２
０
１
６

年
頃
か
ら
だ
。
マ
ン
シ
ョ
ン
だ
け
で
な
く
、
保

育
施
設
、
小
学
校
、
高
齢
者
施
設
を
設
け
る
と

い
う
多
世
代
に
対
応
し
た
ま
ち
づ
く
り
が
決
ま

を
大
切
に
し
て
き
た
。
さ
ら
に
２
０
１
１
年
か

ら
２
０
１
４
年
に
か
け
て
野
村
不
動
産
と
三
菱

商
事
が
手
が
け
た
約
１
７
・５
ha
の
大
型
複
合

再
開
発
「
ふ
な
ば
し
森
の
シ
テ
ィ
」
で
は
、
マ

ン
シ
ョ
ン
の
入
居
者
同
士
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

を
ス
ム
ー
ズ
に
形
成
で
き
る
よ
う
、
購
入
者
を

建
物
竣
工
前
か
ら
招
待
。
２
０
１
３
年
の
入
居

開
始
時
に
も
「
森
の
シ
テ
ィ　

街
び
ら
き
フ
ェ

ス
タ
」
で
入
居
者
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
促
す
た
め
、
１
０
０
人
が
１
つ
の
ロ
ン
グ

る
中
で
、「
ハ
ー
ド
だ
け
で
は
ま
ち
の
持
続
性

は
担
保
で
き
な
い
。
ど
う
や
っ
て
ま
ち
を
成
長

さ
せ
る
ソ
フ
ト
を
創
る
か
。
野
村
不
動
産
グ

ル
ー
プ
な
ら
で
は
の
エ
リ
マ
ネ
の
議
論
が
始

ま
っ
た
」
と
石
原
氏
は
話
す
。
２
０
１
６
年
末

に
は
、
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
日
吉
箕
輪
町
計
画

に
関
わ
る
住
宅
事
業
、
商
業
事
業
、
シ
ニ
ア
事

業
、
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
事
業
の
グ
ル
ー
プ
各
部
門

か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
者
に
よ
る
定
期
的
な

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、
２
０
１
７
年

度
に
は
住
宅
管
理
会
社
や
Ｒ
＆
Ｄ
も
加
わ
っ
た

全
社
横
断
型
の
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
が
立
ち
上

が
っ
た
。
こ
こ
で
エ
リ
マ
ネ
戦
略
が
具
体
的
に

定
ま
っ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
全
社
横
断
型
の

タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
と
し
た
の
は
、
こ
の
日
吉
箕

輪
町
計
画
が
住
宅
事
業
、
商
業
事
業
、
シ
ニ
ア

事
業
と
、
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
事
業
と
全
社
が
関
わ

る
大
型
の
ま
ち
づ
く
り
で
あ
り
、
か
つ
こ
れ
か

ら
の
近
郊
ま
ち
づ
く
り
の
試
金
石
と
位
置
付
け

た
か
ら
だ
。

　

タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
は
ま
ず
、
エ
リ
マ
ネ
の
フ

レ
ー
ム
と
な
る
施
設
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
醸
成
の

た
め
の
計
画
を
策
定
し
た
。敷
地
内
に
、コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
、
シ
ェ
ア
キ
ッ
チ
ン
、
キ
ッ
ズ

ス
ペ
ー
ス
、
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
な
ど
を

組
み
込
ん
だ
地
域
貢
献
施
設
を
設
け
る
こ
と
を

決
定
。
地
域
貢
献
施
設
だ
け
で
な
く
敷
地
内
の

各
広
場
で
イ
ベ
ン
ト
を
行
う
よ
う
な
エ
リ
マ
ネ

組
織
を
野
村
不
動
産
が
関
わ
る
法
人
と
し
て
設

立
す
る
こ
と
も
決
め
た
。
こ
の
地
域
貢
献
施
設

に
つ
い
て
、
野
村
不
動
産
は
大
き
な
決
定
を

行
っ
た
。
野
村
不
動
産
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
の

Ｉ
Ｃ
Ｔ
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
推
進
部
の
伊
藤
学

工事中のプラウドシティ日吉（レジデンスⅠ）
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フ ォ ー カ ス
まちづくりの

氏
は「
こ
れ
ま
で
デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
は
、マ
ン
シ
ョ

ン
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
管
理
組
合
が
運
営
す
る

も
の
と
位
置
付
け
て
き
た
。
ま
ち
の
持
続
可
能

性
を
高
め
る
に
は
、
何
よ
り
エ
リ
マ
ネ
を
継
続

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
地
域
貢
献

施
設
は
野
村
不
動
産
が
所
有
す
る
こ
と
と
し
デ

ベ
ロ
ッ
パ
ー
で
あ
る
野
村
不
動
産
が
そ
の
エ
リ

ア
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
長
期
に
わ
た
っ
て
関
わ

り
続
け
、
ハ
ー
ド
面
で
の
ま
ち
づ
く
り
だ
け
で

は
な
く
、
ソ
フ
ト
面
で
の
ま
ち
づ
く
り
も
地
域

と
一
緒
に
な
っ
て
行
っ
て
い
く
と
い
う
方
針
を

示
し
た
こ
と
に
な
る
」
と
語
っ
た
。

　

野
村
不
動
産
は
、
エ
リ
マ
ネ
を
持
続
さ
せ
る

仕
組
み
づ
く
り
と
同
時
に
、
エ
リ
マ
ネ
を
共
に

手
掛
け
る
パ
ー
ト
ナ
ー
探
し
も
開
始
し
た
。
そ

の
上
で
、
エ
リ
マ
ネ
の
対
象
と
な
る
エ
リ
ア
の

範
囲
を
、
日
吉
箕
輪
町
計
画
の
内
側
だ
け
で
な

く
、
周
辺
地
域
を
含
む
エ
リ
ア
と
し
て
捉
え
直

し
た
。
エ
リ
マ
ネ
を
手
掛
け
る
の
で
あ
れ
ば
、

地
域
に
根
差
し
た
パ
ー
ト
ナ
ー
と
取
り
組
む
ほ

う
が
円
滑
な
運
営
を
実
現
し
や
す
い
か
ら
だ
。

こ
の
観
点
か
ら
地
域
住
民
、
企
業
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

な
ど
「
ま
ち
全
体
」
を

巻
き
込
ん
で
い
く
エ
リ

マ
ネ
の
基
本
戦
略
が
固

ま
っ
た
。

　

ま
ち
を
育
て
る
エ
リ

マ
ネ
に
地
域
住
民
や
企

業
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
を
巻
き
込

む
に
は
ど
う
す
れ
ば
い

い
か
。
住
民
に
と
っ
て

馴
染
み
の
場
所
で
あ
っ

た
商
業
施
設
が
閉
鎖
さ

れ
て
間
も
な
い
時
期
、

注
目
度
が
高
い
開
発
前

か
ら
エ
リ
マ
ネ
を
行
う

方
針
も
お
の
ず
と
決

ま
っ
て
い
っ
た
。

　

地
域
貢
献
施
設
に

は
、
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
事

業
を
手
が
け
る
グ
ル
ー

プ
会
社
の
他
に
３
つ
の

法
人
の
誘
致
に
成
功
し

た
。
１
社
は
、
子
育
て

支
援
施
設
の
運
営
者
と
し
て
、
地
元
の
認
定
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
が
決
ま
っ
た
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ

フ
ェ
の
運
営
は
、
横
浜
市
内
の
地
場
野
菜
を

使
っ
た
食
育
に
力
を
入
れ
て
い
る
地
元
レ
ス
ト

ラ
ン
が
行
う
。
そ
し
て
日
吉
箕
輪
町
計
画
の
植

栽
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
行
う
会
社
が
グ
リ
ー

ン
シ
ョ
ッ
プ
を
出
店
す
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
。

ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
も
手

が
け
る
予
定
だ
。

　

石
原
氏
は
、「
エ
リ
マ
ネ
を
開
発
前
か
ら
行

う
と
決
め
た
背
景
に
は
、
エ
リ
マ
ネ
の
パ
ー
ト

ナ
ー
で
あ
る
３
法
人
を
含
め
て
、
地
域
で
活
動

す
る
多
く
の
法
人
や
団
体
の
方
々
に
、
日
吉
箕

輪
町
計
画
で
行
わ
れ
る
エ
リ
マ
ネ
の
イ
メ
ー
ジ

を
知
っ
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
目
的
も
あ
っ

た
。
吉
日
楽
校
に
は
、
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
事
業
を

手
掛
け
る
グ
ル
ー
プ
会
社
の
ほ
か
に
３
法
人
に

も
参
加
し
て
も
ら
っ
て
い
る
」
と
言
う
。

野
村
不
動
産
の
ま
ち
づ
く
り
構
想
に

　

野
村
不
動
産
は
、
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
が
策
定

し
た
日
吉
箕
輪
町
計
画
の
エ
リ
マ
ネ
戦
略
を
基

盤
と
す
る
、
全
社
的
な
ま
ち
づ
く
り
構
想
を
策

定
し
、活
動
全
体
を
「
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｏ
」
と
名
付
け
、

２
０
１
８
年
10
月
に
発
表
し
て
い
る
。
Ａ
Ｃ
Ｔ

Ｏ
と
い
う
名
称
は
、地
域
に
向
か
っ
て
開
く「
あ

く
と
び
ら
」
と
、地
域
で
の
主
体
的
な
活
動
「
ア

ク
シ
ョ
ン
」の
二
つ
の
意
味
を
持
た
せ
て
い
る
。

　

現
在
、
日
吉
箕
輪
町
計
画
で
行
わ
れ
て
い
る

「
吉
日
楽
校
」
は
、
地
域
住
民
の
支
持
を
得
つ

つ
あ
る
よ
う
だ
。
５
月
の
吉
日
祭
り
に
は
、
野

村
不
動
産
が
周
辺
に
配
布
し
た
チ
ラ
シ
を
見
た

近
所
の
住
民
だ
け
で
な
く
、
通
り
が
か
っ
た
住

民
も
訪
れ
た
と
い
う
。

　

伊
藤
氏
は
、「
デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
に
と
っ
て
、

エ
リ
マ
ネ
自
体
は
短
期
的
に
は
利
益
を
生
み
出

し
に
く
い
事
業
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
中

長
期
的
な
視
点
に
立
て
ば
、
地
域
住
民
、
企
業
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
直
接
接
点
を
持
つ
こ
と
で
得
ら
れ
る

顧
客
ニ
ー
ズ
の
発
見
や
課
題
の
解
決
が
次
の
ビ

ジ
ネ
ス
に
繋
が
っ
て
い
く
と
考
え
て
い
る
。
そ

し
て
、
エ
リ
マ
ネ
活
動
に
よ
る
賑
わ
い
の
創
出

や
交
流
は
、
地
域
住
民
、
企
業
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
シ

ビ
ッ
ク
・
プ
ラ
イ
ド
の
醸
成
に
寄
与
し
、
そ
の

エ
リ
ア
の
価
値
を
高
め
る
と
考
え
て
い
る
」
と

エ
リ
マ
ネ
の
意
義
を
語
る
。

　

東
急
東
横
線
の
日
吉
駅
周
辺
は
、
昭
和
の
初

め
、
慶
應
義
塾
大
学
が
予
科
キ
ャ
ン
パ
ス
を
設

け
た
こ
と
で
、
文
教
都
市
と
し
て
発
展
し
、
住

宅
地
と
し
て
の
名
声
を
高
め
て
き
た
。
日
吉
箕

輪
町
の
工
事
現
場
で
始
ま
っ
た
エ
リ
マ
ネ
が
次

世
代
に
引
き
継
が
れ
れ
ば
、
日
吉
箕
輪
町
は
新

時
代
の
ま
ち
づ
く
り
の
象
徴
と
な
り
、
こ
れ
か

ら
の
ま
ち
づ
く
り
を
リ
ー
ド
し
て
い
く
だ
ろ
う
。

プラウドシティ日吉のマンション「レジデンスⅠ」の外観イメージ

ひらく扉をイメージしたACTOのロゴ
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不動産協会の活動記録
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１
．
税
制
改
正

（
１
）
設
備
投
資
の
促
進
に
よ
る
成
長
力

強
化
に
不
可
欠
な
重
要
税
制

①
長
期
保
有
土
地
に
係
る
事
業
用
資
産
の

買
換
え
特
例
の
延
長
・
拡
充

（
２
）
期
限
切
れ
重
点
要
望
項
目

①
新
築
住
宅
に
係
る
固
定
資
産
税
の
軽
減

④
都
市
の
競
争
力
を
高
め
る
﹁
居
心
地
が

良
く
歩
き
た
く
な
る
ま
ち
な
か
﹂
形
成

に
資
す
る
支
援
措
置
の
創
設

⑤
観
光
・
芸
術
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
等
の
施

設
整
備
に
対
す
る
支
援

⑥
都
市
・
地
方
の
活
性
化
を
図
り
地
方
創

生
を
推
進
す
る
た
め
の
支
援

•
古
民
家
、
空
き
家
の
取
得
に
対
す
る
リ

フ
ォ
ー
ム
税
制
の
自
己
居
住
要
件
の
緩
和

•
Ｃ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
、
地
域
観
光
振
興
に
貢
献
す

る
施
設
に
対
す
る
支
援

⑦
働
き
方
改
革
を
実
現
す
る
た
め
の
サ
テ

ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
等
の
設
置
へ
の
支
援

（
４
）
豊
か
な
住
生
活
を
実
現
す
る
た
め

の
税
制

①
新
築
住
宅
に
係
る
固
定
資
産
税
の
軽
減

特
例
の
延
長
（
再
掲
）

②
居
住
用
財
産
の
買
換
え
・
売
却
に
伴
う

特
例
の
延
長
（
再
掲
）

③
住
宅
の
登
録
免
許
税
の
特
例
の
延
長

④
住
宅
及
び
住
宅
用
土
地
の
取
得
に
係
る

不
動
産
取
得
税
の
特
例
の
延
長

•
住
宅
用
土
地
に
対
す
る
不
動
産
取
得
税

の
特
例
措
置
の
延
長

•
デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
等
に
対
す
る
新
築
家
屋

の
み
な
し
取
得
時
期
の
特
例
の
延
長

⑤
住
宅
の
買
取
再
販
に
係
る
登
録
免
許
税

の
特
例
の
延
長

⑥
長
期
優
良
住
宅
に
係
る
特
例
の
延
長

⑦
認
定
低
炭
素
住
宅
に
係
る
特
例
の
延
長

⑧
老
朽
化
マ
ン
シ
ョ
ン
の
建
替
え
等
の
促

進
に
係
る
特
例
の
延
長
等

⑨
耐
震
、
省
エ
ネ
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
、
長
期

特
例
の
延
長

②
居
住
用
財
産
の
買
換
え
・
売
却
に
伴
う

特
例
の
延
長

（
３
）
時
代
を
先
取
す
る
魅
力
的
な
ま
ち

づ
く
り
・
都
市
再
生
の
推
進
税
制

①
国
家
戦
略
特
区
に
係
る
特
例
の
延
長
・

拡
充

②
都
市
の
コ
ン
パ
ク
ト
化
推
進
や
ス
ポ
ン

ジ
化
対
策
の
た
め
の
支
援
措
置
の
延
長

•
認
定
誘
導
施
設
等
整
備
事
業
に
お
け
る

公
共
施
設
等
に
係
る
特
例
の
延
長

•
都
市
の
ス
ポ
ン
ジ
化（
低
未
利
用
土
地
）

対
策
の
推
進
に
係
る
特
例
の
延
長

③
都
市
の
防
災
性
能
向
上
や
物
流
効
率
化

の
実
現
に
向
け
た
支
援
措
置
の
延
長
・

創
設

•
既
成
市
街
地
や
都
市
機
能
誘
導
区
域
、

市
街
地
再
開
発
事
業
、
防
災
街
区
整
備

事
業
に
お
け
る
事
業
用
資
産
の
買
換
え

特
例
の
延
長

•
既
存
建
築
物
の
耐
震
改
修
投
資
促
進
の

た
め
の
特
例
の
延
長

•
地
下
街
の
所
有
者
等
が
取
得
す
る
一
定
の

浸
水
防
止
用
設
備
に
係
る
特
例
の
延
長

•
木
密
地
域
の
解
消
等
再
開
発
促
進
に
向

け
た
新
し
い
仕
組
み
の
創
設
等
と
合
わ

せ
た
税
制
上
の
支
援

•
建
築
物
の
Ｂ
Ｃ
Ｐ
機
能
向
上
等
に
貢
献

す
る
免
震
・
制
震
装
置
に
対
す
る
支
援

•
都
市
・
地
域
の
活
性
化
等
に
寄
与
す
る

大
規
模
物
流
施
設
に
対
す
る
支
援

•
建
築
物
の
シ
ス
テ
ム
の
高
度
化
等
に
対

す
る
税
制
上
の
支
援

税制・都市・住宅に関する
政策要望を決定

不動産協会では、令和元年7月16日に開催した理事会において「経済の
成長力を高める税制・都市・住宅に関する政策要望」を決定しました。主
な要望は次の通りです。（要望の全文は協会HP「www.fdk.or.jp」でご
覧いただくことができます）

優
良
リ
フ
ォ
ー
ム
に
係
る
特
例
の
延
長

⑩
多
様
化
す
る
住
宅
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応

•
子
世
帯
が
親
と
の
近
居
の
た
め
に
住
宅

を
取
得
す
る
場
合
の
支
援

•
高
齢
者
が
質
の
高
い
一
定
の
住
宅
に
住

み
替
え
る
場
合
の
支
援

•
世
帯
構
成
の
変
化
を
踏
ま
え
た
職
住
近

接
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
税
制
要
件
見
直

し
︿
住
宅
取
得
に
対
す
る
安
定
的
な
負
担
軽

減
﹀

•
消
費
税
率
の
引
上
げ
に
左
右
さ
れ
な
い

安
定
的
な
負
担
軽
減
措
置
の
検
討

•
住
宅
市
場
の
動
向
等
を
踏
ま
え
、
機
動

的
に
必
要
な
対
応
を
実
施

（
５
）
不
動
産
事
業
等
の
推
進
に
不
可
欠

な
税
制

①
不
動
産
売
買
契
約
書
の
印
紙
税
の
特
例

の
延
長

②
個
人
の
優
良
長
期
譲
渡
所
得
の
軽
減
税

率
特
例
の
延
長

③
法
人
等
の
土
地
譲
渡
益
重
課
の
課
税
停

止
期
間
の
延
長

④
所
有
者
不
明
土
地
問
題
に
対
す
る
税
制

上
の
支
援

⑤
大
規
模
複
合
用
途
型
建
物
に
お
け
る
固

定
資
産
税
減
免
措
置
等
の
弾
力
的
運
用

⑥
法
人
課
税
に
つ
い
て
立
地
競
争
力
の
観

点
か
ら
総
合
的
に
負
担
軽
減

•
償
却
資
産
に
係
る
固
定
資
産
税
及
び
事

業
所
税
の
廃
止
等

⑦
不
動
産
に
係
る
多
重
課
税
の
排
除
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２
．
都
市
政
策

（
１
）
国
際
競
争
力
を
高
め
、
都
市
の
多

様
性
を
柔
軟
に
受
け
入
れ
ら
れ
る

開
発
の
あ
り
方
の
検
討

①
中
長
期
的
課
題

•
時
代
に
対
応
す
る
市
街
地
再
開
発
事
業

の
目
的
の
拡
大
等

•
市
街
地
再
開
発
事
業
完
了
後
も
見
据
え

た
仕
組
み
の
構
築

•
再
々
開
発
の
推
進
（
区
分
所
有
の
オ

フ
ィ
ス
ビ
ル
・
商
業
施
設
の
建
替
円
滑

化
）

•
地
方
都
市
に
お
け
る
市
街
地
再
開
発
事

業
を
推
進
す
る
た
め
の
新
た
な
イ
ン
セ

ン
テ
ィ
ブ

②
短
期
的
課
題

•
市
街
地
再
開
発
事
業
に
対
す
る
国
の
財

政
的
支
援
措
置
の
継
続
・
充
実

•
市
街
地
再
開
発
事
業
に
お
け
る
従
前
建

物
の
早
期
除
却
の
促
進

•
組
合
設
立
に
係
る
関
係
権
利
者
の
３
分

の
２
要
件
の
徹
底

•
国
家
戦
略
特
区
等
の
活
用
に
向
け
た
取

組
の
推
進

（
２
）
新
技
術
・
社
会
課
題
に
対
応
し
た

ま
ち
づ
く
り
の
あ
り
方
の
検
討

①
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
の
取
組
を
官
民
連
携

で
加
速
さ
せ
る
た
め
の
方
策
の
検
討

•
官
民
を
挙
げ
た
推
進
体
制
の
構
築

•
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
実
現
の
た
め
の
民
間

へ
の
支
援

 

 

•
国
内
外
へ
の
情
報
発
信

（
３
）
ま
ち
の
魅
力
・
価
値
向
上
を
担
う

エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
へ
の
支
援

①
安
定
的
な
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
活
動

の
た
め
の
財
政
・
人
材
支
援

②
公
共
空
間
の
利
活
用
を
促
進
す
る
た
め

の
制
度
改
正
お
よ
び
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
窓

口
の
一
括
申
請
等
に
よ
る
迅
速
化

（
４
）「
観
光
立
国
」
実
現
に
向
け
た
施
策

の
検
討

①
文
化
施
設
等
新
設
に
対
す
る
支
援

②
公
共
交
通
機
関
（
地
下
鉄
、
バ
ス
等
）

の
夜
間
運
行
実
施
の
た
め
の
環
境
作
り

の
検
討

（
５
）
継
続
的
な
ビ
ジ
ネ
ス
活
動
の
た
め

の
機
能
強
化

①
Ｂ
Ｃ
Ｐ
機
能
向
上
に
資
す
る
支
援

②
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
強
化
に
向
け

た
支
援

（
６
）
こ
れ
ま
で
に
実
現
し
た
制
度
等
の

運
用
推
進

３
．
住
宅
政
策

（
１
）
建
替
え
等
に
よ
る
新
規
ス
ト
ッ
ク

の
創
出

①
マ
ン
シ
ョ
ン
等
の
再
生
の
一
層
の
推
進

•
建
替
え
・
敷
地
売
却
を
促
進
す
る
た
め

の
要
件
の
あ
り
方
の
見
直
し

•
合
理
的
な
土
地
利
用
を
行
う
措
置
の
検
討

②
権
利
関
係
の
整
序
の
促
進
（
所
有
者
不
明

　

空
き
住
戸
等
へ
の
対
応
）

③
マ
ン
シ
ョ
ン
等
の
再
生
を
促
進
す
る
た
め

　

の
形
態
規
制
の
緩
和

④ 

木
密
解
消
・
集
約
化
の
一
層
の
促
進

（
２
）
住
宅
ス
ト
ッ
ク
の
維
持
保
全
・
管

理
の
推
進

①
長
期
優
良
住
宅
の
共
同
住
宅
で
の
認
定

増
加
に
向
け
た
制
度
の
見
直
し

•
棟
単
位
（
物
件
単
位
）
で
認
定
す
る
枠

組
み
の
検
討

•
住
宅
性
能
表
示
制
度
、
建
築
物
省
エ
ネ

法
等
の
手
続
き
と
の
一
体
化
の
検
討

②
長
期
優
良
住
宅
制
度
の
認
定
基
準
の
見

直
し

•
共
同
住
宅
の
認
定
促
進
に
向
け
、
制
振

タ
ワ
ー
マ
ン
シ
ョ
ン
等
、
技
術
の
進
化

を
踏
ま
え
た
ハ
ー
ド
面
の
認
定
要
件
の

見
直
し
を
検
討

③
優
良
な
住
宅
ス
ト
ッ
ク
を
維
持
管
理
す

る
た
め
の
誘
導
策
の
検
討
等

•
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
コ
ス
ト
を
低
減
・
大

規
模
修
繕
周
期
を
長
期
化
さ
せ
る
工
夫

に
対
す
る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
の
創
設
の

検
討

•
長
期
的
な
修
繕
計
画
や
そ
れ
に
基
づ
く

積
立
て
を
誘
導
す
る
方
策
を
検
討

•
リ
フ
ォ
ー
ム
・
耐
震
改
修
の
補
助
金
手

続
き
の
標
準
化

（
３
）
多
様
な
住
宅
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応

①
世
帯
構
成
の
変
化
や
職
住
近
接
の
進
展

等
を
受
け
た
規
制
等
の
あ
り
方
の
見
直
し

②
二
地
域
居
住
や
地
方
創
生
を
推
進
す
る

た
め
の
措
置
の
拡
充

③
環
境
へ
の
配
慮
や
働
き
方
改
革
等
に
資

す
る
取
組
に
対
す
る
支
援
策
の
拡
充

（
４
）
社
会
の
変
化
に
対
応
し
た
規
制
の

見
直
し

①
Ｚ
Ｅ
Ｈ–

Ｍ
の
一
層
の
普
及
に
向
け
た

支
援
策
の
拡
充

②
エ
ネ
フ
ァ
ー
ム
導
入
の
推
進
、
認
定
低

炭
素
住
宅
の
制
度
の
あ
り
方
の
見
直
し

③
駐
車
場
に
関
す
る
規
制
の
適
正
化

④
共
同
住
宅
等
以
外
の
共
用
廊
下
の
容
積

不
算
入
の
拡
大
等

（
５
）
そ
の
他
諸
課
題
へ
の
対
応

①
フ
ラ
ッ
ト
35
適
用
の
改
善
（
地
域
活
性

化
型
等
の
要
件
拡
大
等
）

②
東
京
都
等
の
条
例
の
運
用
の
弾
力
化

③
宅
建
業
法
に
お
け
る
書
面
交
付
の
Ｉ
Ｔ

活
用
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全国へ向かう高速バスが

次々と出発する東京駅八重洲口。

駅前で進められている大規模再開発によって、

周辺の歩道上に分散している

高速バスの停留所を集約。

地下 2 階に大規模バスターミナルが

生まれるという。

AIやIoTなどのデジタル技術の急速な進歩が経済・社会構造を大きく変えつつある。
都市のあり方も新たな方向性を模索していく必要がある。
生産性の向上をはじめ、働き方改革への対応や自動運転等の交通移動手段の変革など、
技術革新は都市の持続的な成長にどのように関与してくるのか。
デジタル化の進展によるわが国の経済・社会構造の変化と次世代のまちづくりを考証する。




